
議案第９号 

 

東広島市教育委員会組織規則の一部改正について 

 

東広島市教育委員会組織規則の一部を改正する規則を定めることについて、次の

とおり提案する。 

 

平成２９年３月１６日提出 

 

                   東広島市教育委員会 

教育長  津  森     毅 

 

１ 提案理由 

平成２９年度の教育委員会事務局の組織体制として、平成２９年８月からの東

広島北部学校給食センター開所に伴う準備事務を行うことを目的として、学校教

育部学事課に北部学校給食センター準備係を新設するため、この議案を提出する

ものである。 

 

２ 改正案 

  別紙のとおり。 

 

３ 施行期日 

  平成２９年４月１日 

 

４ 根拠法令 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号） 

第１５条 教育委員会は、法令又は条例に違反しない限りにおいて、その権限に

属する事務に関し、教育委員会規則を制定することができる。 

第１７条 教育委員会の権限に属する事務を処理させるため、教育委員会に事務

局を置く。 
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２ 教育委員会の事務局の内部組織は、教育委員会規則で定める。 
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東広島市教育委員会規則第  号 

 

東広島市教育委員会組織規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

 

  平成２９年 月  日 

 

東広島市教育委員会          

教育長  津  森     毅    

 

   東広島市教育委員会組織規則の一部を改正する規則 

 

東広島市教育委員会組織規則（平成１９年東広島市教育委員会規則第３号）の一

部を次のように改正する。 

 第５条の表学校教育部の部学事課の項中「保健給食係」の右に「、北部学校給食

センター準備係」を加える。 

第６条第２項に次のように加える。 

  北部学校給食センター準備係 

  (1) 東広島北部学校給食センターの開所の準備に関すること。 

  (2) 学校給食センターの再編に係る調整に関すること。 

   附 則 

 この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 
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議案第１０号 

 

東広島市教育委員会文書事務取扱規程の一部改正について 

 

東広島市教育委員会文書事務取扱規程の一部を改正する訓令を定めることについ

て、次のとおり提案する。 

 

平成２９年３月１６日提出 

 

                   東広島市教育委員会 

教育長  津  森     毅 

 

１ 提案理由 

平成２９年４月からの文書管理システムの導入に伴い、当該システムを用いた

文書の取扱いに関する規定を設けるとともに、所要の規定の整備を行うため、こ

の議案を提出するものである。 

 

２ 改正案 

  別紙のとおり。 

 

３ 施行期日 

  平成２９年４月１日 

 

４ 根拠法令 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号） 

 第２５条 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる事務は、教育長に委任することができ

ない。 

(2) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関するこ 

と。 
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東広島市教育委員会訓令第  号 

 

 東広島市教育委員会文書事務取扱規程の一部を改正する訓令を次のように定め

る。 

 

  平成２９年 月  日 

 

東広島市教育委員会          

教育長  津  森     毅    

 

   東広島市教育委員会文書事務取扱規程の一部を改正する訓令 

 

東広島市教育委員会文書事務取扱規程（平成２０年東広島市教育委員会訓令第１

号）の一部を次のように改正する。 

目次中「第４６条」を「第５１条」に、「第４７条・第４８条」を「第５２条・

第５３条」に改める。 

第２条第４号中「電子的方式」を「電磁的記録（電子的方式」に、「で、その記

録に」を「であって、電子計算機による情報処理の用に供されるものをいう。以下

同じ。）のうち、」に改め、同条第５号中「及び配付」を削り、同条中第８号を削

り、第９号を第８号とし、第１０号を第９号とし、同号の次に次の３号を加える。 

(10) 文書管理システム 職員の使用に係る電子計算機を相互に電気通信回線で

接続した電子情報処理組織であって、文書の収受、起案、決裁、保存、廃棄そ

の他の文書事務に関する情報を蓄積し、及び利用するために、市が管理するも

のをいう。 

(11) 電子申請システム 市の使用に係る電子計算機と申請等を行う者及び処分

通知等を受ける者の使用に係る電子計算機とを電気通信回線で接続した電子情

報処理組織を利用して、申請等及び処分通知等に係る事務の処理を行うシステ

ムをいう。 

(12) 電子署名 電磁的記録に記録することができる情報について行われる措置

であって、次の要件のいずれにも該当するものをいう。 
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ア 当該情報が当該措置を行った者の作成に係るものであることを示すための

ものであること。 

イ 当該情報について改変が行われていないかどうかを確認することができる

ものであること。 

 第４条を次のように改める。 

第４条 削除 

 第６条第３項第６号中「その他」を「前各号に掲げるもののほか、」に改める。 

 第８条第３号中「照合」の右に「、施行（休庁日及び執務時間外における文書の

発送に係る手続を含む。）」を加える。 

 第１０条ただし書中「の課長」を「の長」に改める。 

 第１２条第１項第１号中「宛名人」を「名宛人」に改め、同項第２号を次のよう

に改める。 

 (2) 前号に掲げる文書以外の文書  

封筒の表記により文書の配付先を確認することができるものにあっては閉封

のまま、確認することができないものにあっては開封して、それぞれ主務課に

配付するものとする。 

 第１３条を次のように改める。 

 （配付の方法） 

第１３条 前条第１項本文の規定により教育総務課において受領した文書の配付

は、教育総務課に備える文書配付箱を通じて行うものとする。ただし、書留、簡

易書留、配達証明、現金書留及び特別送達により送達されたものその他緊急を要

する文書については、この限りでない。 

 第１４条第１項中「第１２条」を「第１２条第１項、第４項又は第５項」に改

め、「又は」の右に「同条第２項の規定により文書を」を加え、「を除き、開封さ

れていないものは」を「にあっては閉封のまま名宛人に配付し、その他のものにあ

っては」に改め、同条第４項中「第１項」を「第２項」に、「課ごと」を「主務

課」に改め、「原則として」を削り、「文書には、」の右に「原則として」を加え

る。 

 第１６条中「又は教育総務課長」を「その他主務課長」に改める。 

 第１７条中「第１２条」を「第１２条第１項又は第４項」に改める。 
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 第１８条中「受理した」を「受けた」に改め、「記載し」の右に「、又は記録し

て」を加える。 

 第１９条第２項を次のように改める。 

２ 文書管理システムを用いて電子文書を閲覧に供する場合における前項の規定の

適用については、同項中「の余白に「供覧」と記載し、参考事項」とあるのは、

「に参考事項」とする。 

 第２０条第１項中「起案文書」を「起案」に、「起案用紙（別記様式第７号）及

び第１号用紙（別記様式第８号）を用いて作成しなければ」を「文書管理システム

を用いて、決裁を受けるべき事項に係る電磁的記録を作成する方法により行わなけ

れば」に改め、同項ただし書中「に掲げるものの起案について」を「のいずれかに

該当する場合」に、「の定めるところ」を「に掲げる方法」に改め、同項各号を次

のように改める。 

 (1) スキャナにより読み取る必要がある書面の量又は性状、起案文書の正確性を

確保するために必要な事務の内容その他の事情により、起案の内容の全部を電

磁的記録により作成することが事務の執行に支障を及ぼすおそれがある場合 

文書管理システムを用いて決裁を受けるべき事項に係る電磁的記録を作成する

とともに、一部の文書又は図画を書面により回付する方法 

 (2) 法令の規定又は事務の目的若しくは性質により、起案の内容の全部又は一部

を電磁的記録により作成することが適当でないと認められる場合 文書管理シ

ステムを用いて起案用紙（別記様式第７号）及び第１号用紙（別記様式第８

号）を作成する方法 

 第２０条第３項中「以下」の右に「この項において」を加え、「作成することの

できる起案文書」を「施行することができる事案」に、「受け」を「受けたとき

は」に、「だけを記載し」を「を記載し、又は記録することをもって足り」に、「

記載しないことができる」を「記載し、又は記録することを要しない」に改め、同

項を同条第４項とし、同条第２項第３号中「記述し」を「記載し、又は記録し」に

改め、「関係書類」の右に「又はその電磁的記録」を加え、同項第４号中「記載す

る」を「記載し、又は記録する」に改め、同項第５号中「起案文書」の右に「（電

子文書を除く。）」を加え、同項を同条第３項とし、同条第１項の次に次の１項を

加える。 
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２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する起案については、文

書管理システムを用いることなく、当該各号に掲げる方法により行うことができ

る。 

 (1) 文書管理システム以外の電子情報処理組織を用いて行う一連の事務又は機密

に関する事務に係るもの（第３号又は第４号に該当するものを除く。） 起案

用紙（別記様式第７号）及び第１号用紙（別記様式第８号）を用いる方法 

 (2) 定例的に報告するもの 報告票（別記様式第９号）を用いる方法 

 (3) 軽易な照会、回答、通知、依頼、証明等に係るもの若しくは文書の不備によ

り返付するもの又は用紙、印刷物等の発送に係るもの 簡易文書処理票（別記

様式第１０号）を用い、又は当該文書の余白を利用する方法 

 (4) 前３号に掲げるもののほか、文書管理システムを用いる方法以外の方法によ

り起案をすることにつきやむを得ない事情があると認められるもの 主務課長

が教育総務課長の承認を受けて定めた方法 

 第２１条中「起案文書」の右に「（電子文書を除く。）」を加える。 

 第２２条第１項ただし書中「要する起案文書」の右に「（電子文書を除く。以下

この項及び第３項において同じ。）」を加える。 

 第２３条第１項中「決裁手続図」の右に「（別表第２）」を、「順序」の右に「

（第２０条第１項（第２号を除く。）に規定する方法により行った起案にあって

は、当該順序に準ずる順序）」を加える。 

 第２４条第１項第２号中「、訓令案及び公告案」を「（規程形式に限る。）及び

訓令案」に改め、同項中第３号から第６号までを削り、同条第２項第１号中「第２

０条第３項」を「第２０条第４項」に改め、同項第４号中「その他」を「前３号に

掲げるもののほか、」に改める。 

 第２６条中「記載する」を「記載し、又は記録する」に改める。 

 第２８条第１項第２号中「、訓令及び公告」を「（規程形式に限る。）及び訓

令」に改め、同項第３号中「その他」を「前２号に掲げるもののほか、」に改め、

同条第２項中「決裁文書を」を「決裁文書（文書管理システムを用いて作成したも

のを除く。以下この項において同じ。）を」に改める。 

 第２９条中「決裁文書で」を「決裁文書を」に、「は、当該決裁文書と照合し、

当該決裁文書の所定欄に照合した者の認め印を押さなければ」を「と当該決裁文書
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との照合は、浄書をした者以外の者が行わなければ」に改め、同条後段を次のよう

に改める。 

  この場合においては、前条第２項の規定を準用する。 

 第３０条に次の１項を加える。 

３ 浄書文書の施行は、郵便又は逓送によるものを除き、主務課において行うもの

とする。 

 第３１条第１項第５号中「その他」を「前各号に掲げるもののほか、」に改め、

同条第２項中「施行する文書」の右に「（文書管理システムを用いて行った起案に

係るものにあっては、施行する文書）」を加え、「記載する」を「記載し、又は記

録する」に改める。 

 第３８条を削る。 

第３７条中「記載しなければ」を「記載し、又は記録しなければ」に改め、同条

に次の１項を加え、同条を第３８条とする。 

２ 第３６条第１項、前条第１項及び前項の文書の施行については、第３２条後段

の規定を準用する。 

第３６条第１項第１号中「又は」の右に「個人情報その他の」を加え、同項第４

号中「その他」を「前３号に掲げるもののほか、」に改め、同条中第３項を削り、

同条を第３７条とし、第３５条を第３６条とし、同条の前に次の１条を加える。 

（教育総務課における文書の発送手続） 

第３５条 教育総務課は、前条第２項の規定により文書の送付を受けたときは、こ

れを宛名ごとに分類し、教育総務課長が別に定める日に逓送しなければならな

い。 

 第３４条を次のように改める。 

（主務課における文書の発送手続） 

第３４条 郵便による文書の発送の手続については、東広島市文書事務取扱規程（

昭和５１年東広島市訓令第１７号）第３６条及び第３７条第１項に規定する文書

の発送の手続の例による。 

２ 文書事務取扱主任は、決裁文書で逓送の方法による発送を要するものについて

は、宛先等を明記した封筒にこれを入れ、教育総務課に送付しなければならな

い。この場合において、親展にするものにあっては、当該封筒に「親展」と表示
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しなければならない。 

 第３２条及び第３３条を削る。 

 第３１条の２第１項中「以下「電子公印」という。」を削り、同条第２項中「文

書等」を「文書」に改め、「前条第１項の」の右に「規定により」を加え、同条を

第３３条とし、第３１条の次に次の１条を加える。 

（公印の使用） 

第３２条 公印を押すときは、東広島市教育委員会公印規則第６条の規定によるも

のとする。この場合において、当該決裁文書に文書記号等を記載するものにあっ

ては、文書事務取扱主任は、文書整理簿に必要事項を記載し、処理経過を明らか

にしなければならない。 

第４８条を第５３条とする。 

第４７条中「第３２条から第３４条まで」を「第３４条及び第３５条」に改め、

「、ウ及びエ」を削り、同条を第５２条とする。 

第４６条中「方法」の右に「（電子文書にあっては、電磁的記録を復元すること

ができないように消去する方法）」を加え、第５章中同条を第５１条とする。 

第４５条第１項中「第４３条」を「第４４条」に改め、同条を第５０条とする。 

第４４条を第４９条とし、同条の前に次の４条を加える。 

（書庫） 

第４５条 前条に規定する文書を保管するため書庫を設置し、教育総務課長が管理

する。 

２ 書庫内は、常に清潔を保ち、整理整頓をするとともに、喫煙その他一切の火気

を使用してはならない。 

（保存文書の貸出し等） 

第４６条 書庫で保存している文書（以下「保存文書」という。）の貸出しを受け

ようとする者は、保存文書貸出簿（別記様式第１２号）に必要な事項を記入し、

教育総務課長の承認を得なければならない。 

２ 保存文書の貸出期間は、１４日以内とする。ただし、教育総務課長が必要と認

めるときは、その期間を延長することができる。 

３ 貸出期間中であっても、教育総務課長から返却の請求があったときは、直ちに

返却しなければならない。 
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第４７条 前条第１項の規定により保存文書の貸出しを受ける者は、当該文書を損

傷し、又は紛失しないように注意するとともに、転貸し、抜き取り、追補し、抹

消し、差し替え、改ざん又は訂正をしてはならない。 

２ 保存文書を損傷し、又は紛失したときは、直ちに教育総務課長に届け出て、そ

の指示を受けなければならない。 

（保存文書の庁外持出しの制限） 

第４８条 保存文書は、庁外に持ち出してはならない。ただし、教育総務課長の承

認を得たときは、この限りでない。 

第４３条中「第４１条の規定により主務課において保管するもの以外の完結文書

（電子文書を除く。）」を「事案の処理が完結した文書（第４２条に規定する文書

を除く。）」に、「多い文書」を「高い場合」に改め、「文書引継書（別記様式第

１２号）を付けて」を削り、同条を第４４条とし、第４２条を第４３条とする。 

第４１条中「文書」の右に「（電子文書を除く。第４４条において同じ。）」を

加え、同条を第４２条とする。 

第４０条第１項中「除き」の右に「、原則として」を加え、同条第４項中「と

きに」を「ときは」に改め、同項に後段として次のように加え、同条を第４１条

とする。 

  引き続き保存することとした場合においてその期間が更に１５年を経過したと

きも、同様とする。 

第３９条に次の１項を加え、同条を第４０条とする。 

２ ファイル基準表の作成は、年度当初に、前年度のファイル基準表を基に仮のフ

ァイル基準表を作成し、当該年度末に当該年度のファイル基準表として確定させ

なければならない。 

第５章中第４０条の前に次の１条を加える。 

（文書の整理及び保管の原則） 

第３９条 文書（電子文書を除く。以下この条において同じ。）は、フォルダーを

使用するファイリングの方式により整理し、又は保管するものとする。ただし、

文書の性質又は形状、事務室の状況等により、これにより難い場合は、それぞれ

に適したものを用いることができる。 

 別表第２中「（第２２条関係）」を「（第２２条、第２３条関係）」に改める。 
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 別表第３中「（第４０条関係）」を「（第４１条関係）」に改め、同表永年の項

中「原義文書」を「原議文書」に、「、研究」を「及び研究」に改め、同表１０年

の項中「計画や」を「計画及び」に改め、同表５年の項中「計画や」を「計画及

び」に、「もので」を「文書で」に改め、同表３年の項中「３年の」を「３年まで

の」に改める。 

 別記様式第７号、別記様式第８号、別記様式第１１号及び別記様式第１２号を次

のように改める。 
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別記様式第７号（第２０条関係） 

起案用紙 

                                     文書管理番号： 

起案日 

 

文書番号 

 特別取扱 

決裁日 

 

施行日 

 

文書分類 

 

処理期限 

 

保存年限 年 

収受日 

 

ファイル名 

 

相手先 

発信日 

 相手先 

文書番号 

 

情報公開 

公開区分 

 

非公開理由 

 

件 名 

 

宛 先 

 

発信者 

 

公 印 

 

起案者 

  部  課  係 

 

職名 

          印 

連絡先： 

決裁区分 

 

 

 

市長 副市長 副市長 教育長 部長 次長 課長 課長補佐 係長 係員 

 

 

 

 

 

審査 

学校教育部長 学校教育部次長 教育総務課長 課長補佐 係長 係員 係員    

 

 

 

 

 

合議（  部  課） 

部長 次長 課長 課長補佐 係長 係員     

 

 

 

 

このことについて        のとおり        してよいでしょうか。 
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別記様式第８号（第２０条関係） 
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別記様式第１１号（第４４条関係） 

課

内　容

保存期間

保存満了日

年

年 月 日

東広島市

登録番号

主管

部

支所

課

部

支所

 

注 側面にも同様の記載をする。 
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別
記

様
式

第
１

２
号

（
第

４
６

条
関

係
）

 

保
 

 
存

 
 

文
 

 
書

 
 

貸
 

 
出

 
 

簿
 

保
 
存

 
箱

 

整
理

番
号

 

個
別

フ
ォ

ル
ダ

ー
名

 

（
文

書
名

）
 

貸
出

月
日

 

返
却

予
定

 

月
 

 
日

 

返
却

月
日

 
所

 
属

 
名

 
氏

 
 

名
 

教
育

総
務

課
確

認
欄

 

確
認

月
日

 
確

認
者

氏
名

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

-17-



 

   附 則 

１ この訓令は、平成２９年４月１日から施行する。 

２ この訓令の施行の日以後に作成する起案文書（改正後の東広島市教育委員会文

書事務取扱規程（以下「新規程」という。）第２条第６号に規定する起案文書を

いう。）は、新規程の様式によることができないやむを得ない事情がある場合に

限り、この訓令による改正前の東広島市教育委員会文書事務取扱規程の様式によ

ることができる。 
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東
広

島
市

教
育

委
員

会
文

書
事

務
取

扱
規

程
（

平
成

２
０

年
東

広
島

市
教

育
委

員
会

訓
令

第
１

号
）

【
抜

粋
】

 

新
 

旧
 

目
次

 
目

次
 

第
５

章
 

文
書

の
保

管
、

保
存

及
び

廃
棄

（
第

３
９

条
～

第
５

１
条

）
 

第
５

章
 

文
書

の
保

管
、

保
存

及
び

廃
棄

（
第

３
９

条
～

第
４

６
条

）
 

第
６

章
 

雑
則

（
第

５
２

条
・

第
５

３
条

）
 

第
６

章
 

雑
則

（
第

４
７

条
・

第
４

８
条

）
 

 
 

（
定

義
）

 
（

定
義

）
 

第
２

条
 

こ
の

規
程

に
お

い
て

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
用

語
の

意
義

は
、

そ
れ

ぞ
れ

当
該

各
号

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

第
２

条
 

こ
の

規
程

に
お

い
て

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
用

語
の

意
義

は
、

そ
れ

ぞ
れ

当
該

各
号

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

(
1
)
 
事

務
局

 
東

広
島

市
教

育
委

員
会

組
織

規
則

（
平

成
１

９
年

東
広

島
市

教
育

委
員

会
規

則
第

３
号

。
以

下
「

組
織

規
則

」
と

い
う

。
）

第
２

章
に

規
定

す
る

組
織

を
い

う
。

 

(
1
)
 
事

務
局

 
東

広
島

市
教

育
委

員
会

組
織

規
則

（
平

成
１

９
年

東
広

島
市

教
育

委
員

会
規

則
第

３
号

。
以

下
「

組
織

規
則

」
と

い
う

。
）

第
２

章
に

規
定

す
る

組
織

を
い

う
。

 

(
2
)
 
課

 
次

に
掲

げ
る

組
織

を
い

う
。

 
(
2
)
 
課

 
次

に
掲

げ
る

組
織

を
い

う
。

 

ア
 
組

織
規

則
第

５
条

の
規

定
に

よ
り

設
置

さ
れ

た
課

 
ア

 
組

織
規

則
第

５
条

の
規

定
に

よ
り

設
置

さ
れ

た
課

 

イ
 
東

広
島

市
立

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

設
置

条
例

（
昭

和
５

２
年

東
広

島
市

条
例

第
１

１

号
）

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

設
置

さ
れ

た
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
 

イ
 
東

広
島

市
立

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

設
置

条
例

（
昭

和
５

２
年

東
広

島
市

条
例

第
１

１

号
）

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

設
置

さ
れ

た
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
 

(
3
)
 
文

書
 

事
務

局
（

前
号

イ
の

課
を

含
む

。
）

に
お

い
て

収
受

し
、

発
送

し
、

又
は

保
管

す
る

事
務

の
処

理
に

必
要

な
一

切
の

書
類

及
び

電
子

文
書

を
い

う
。

 

(
3
)
 
文

書
 

事
務

局
（

前
号

イ
の

課
を

含
む

。
）

に
お

い
て

収
受

し
、

発
送

し
、

又
は

保
管

す
る

事
務

の
処

理
に

必
要

な
一

切
の

書
類

及
び

電
子

文
書

を
い

う
。

 

(
4
)
 
電

子
文

書
 

電
磁

的
記

録
（

電
子

的
方

式
、

磁
気

的
方

式
そ

の
他

人
の

知
覚

に
よ

っ
て

は
認

識
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

方
式

で
作

成
さ

れ
た

記
録

で
あ

っ
て

、
電

子
計

算
機

に
よ

る
情

報
処

理
の

用
に

供
さ

れ
る

も
の

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

の
う

ち
、

書
式

情
報

（
文

書
の

体
裁

に
関

す
る

情
報

を
い

う
。

）
が

含
ま

れ
る

も
の

を
い

う
。

 

(
4
)
 
電

子
文

書
 

電
子

的
方

式
、

磁
気

的
方

式
そ

の
他

人
の

知
覚

に
よ

っ
て

は
認

識
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

方
式

で
作

成
さ

れ
た

記
録

で
、

そ
の

記
録

に
書

式
情

報
（

文
書

の
体

裁
に

関
す

る
情

報
を

い
う

。
）

が
含

ま
れ

る
も

の
を

い
う

。
 

(
5
)
 
文

書
事

務
 

文
書

の
収

受
か

ら
廃

棄
に

至
る

ま
で

の
文

書
の

取
扱

い
に

関
す

る
全

て
の

事
務

を
い

う
。

 

(
5
)
 
文

書
事

務
 

文
書

の
収

受
及

び
配

付
か

ら
廃

棄
に

至
る

ま
で

の
文

書
の

取
扱

い
に

関
す

る
全

て
の

事
務

を
い

う
。

 

(
6
)
 
起

案
文

書
 

収
受

し
た

文
書

に
基

づ
き

、
又

は
発

意
に

よ
り

、
事

案
の

処
理

に
つ

い
て

決
裁

を
受

け
る

べ
き

事
項

を
記

載
し

た
文

書
を

い
う

。
 

(
6
)
 
起

案
文

書
 

収
受

し
た

文
書

に
基

づ
き

、
又

は
発

意
に

よ
り

、
事

案
の

処
理

に
つ

い
て

決
裁

を
受

け
る

べ
き

事
項

を
記

載
し

た
文

書
を

い
う

。
 

(
7
)
 
決

裁
文

書
 

起
案

文
書

で
決

裁
さ

れ
た

文
書

を
い

う
。

 
(
7
)
 
決

裁
文

書
 

起
案

文
書

で
決

裁
さ

れ
た

文
書

を
い

う
。

 

 
(
8
)
 
完

結
文

書
 

決
裁

文
書

で
事

案
の

処
理

を
完

結
し

た
文

書
を

い
う

。
 

(
8
)
 
親

展
文

書
 

そ
の

内
容

を
受

信
者

以
外

の
者

に
秘

す
る

た
め

、
封

筒
等

に
「

親
展

」
又

は
こ

れ
に

類
す

る
用

語
の

表
示

を
し

た
封

書
及

び
電

報
を

い
う

。
 

(
9
)
 
親

展
文

書
 

そ
の

内
容

を
受

信
者

以
外

の
者

に
秘

す
る

た
め

、
封

筒
等

に
「

親
展

」
又

は
こ

れ
に

類
す

る
用

語
の

表
示

を
し

た
封

書
及

び
電

報
を

い
う

。
 

(
9
)
 
秘

密
文

書
 

そ
の

内
容

を
秘

密
に

す
る

こ
と

を
要

す
る

文
書

で
、

極
秘

、
秘

及
び

部
外

秘
の

も
の

を
い

う
。

 

(
1
0
)
 
秘

密
文

書
 

そ
の

内
容

を
秘

密
に

す
る

こ
と

を
要

す
る

文
書

で
、
極

秘
、
秘

及
び

部
外

秘
の

も
の

を
い

う
。

 

(
1
0
)
 
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
 

職
員

の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
を

相
互

に
電

気
通

信
回

線
で

接
続

し
た

電
子

情
報

処
理

組
織

で
あ

っ
て

、
文

書
の

収
受

、
起

案
、

決
裁

、
保

存
、

廃
棄
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新
 

旧
 

そ
の

他
の

文
書

事
務

に
関

す
る

情
報

を
蓄

積
し

、
及

び
利

用
す

る
た

め
に

、
市

が
管

理
す

る
も

の
を

い
う

。
 

(
1
1
)
 
電

子
申

請
シ

ス
テ

ム
 

市
の

使
用

に
係

る
電

子
計

算
機

と
申

請
等

を
行

う
者

及
び

処
分

通
知

等
を

受
け

る
者

の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
と

を
電

気
通

信
回

線
で

接
続

し
た

電
子

情
報

処
理

組
織

を
利

用
し

て
、

申
請

等
及

び
処

分
通

知
等

に
係

る
事

務
の

処
理

を
行

う
シ

ス
テ

ム
を

い
う

。
 

 

(
1
2
)
 

電
子

署
名

 
電

磁
的

記
録

に
記

録
す

る
こ

と
が

で
き

る
情

報
に

つ
い

て
行

わ
れ

る
措

置
で

あ
っ

て
、

次
の

要
件

の
い

ず
れ

に
も

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 

ア
 

当
該

情
報

が
当

該
措

置
を

行
っ

た
者

の
作

成
に

係
る

も
の

で
あ

る
こ

と
を

示
す

た
め

の
も

の

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

当
該

情
報

に
つ

い
て

改
変

が
行

わ
れ

て
い

な
い

か
ど

う
か

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

 

 
（

文
書

の
整

理
及

び
保

存
の

原
則

）
 

第
４

条
 

削
除

 
第

４
条

 
文

書
は

、
常

に
整

理
し

、
紛

失
、

盗
難

、
損

傷
等

を
防

止
す

る
と

と
も

に
、

重
要

な

も
の

に
つ

い
て

は
、

火
災

、
天

災
等

の
非

常
時

に
備

え
適

切
な

処
置

を
し

て
お

か
な

け
れ

ば

な
ら

な
い

。
 

（
文

書
事

務
取

扱
主

任
及

び
文

書
事

務
取

扱
補

助
員

）
 

（
文

書
事

務
取

扱
主

任
及

び
文

書
事

務
取

扱
補

助
員

）
 

第
６

条
 

文
書

事
務

の
適

正
な

管
理

及
び

運
営

を
図

る
た

め
、

課
に

文
書

事
務

取
扱

主
任

及
び

文
書

事
務

取
扱

補
助

員
を

置
く

。
 

第
６

条
 

文
書

事
務

の
適

正
な

管
理

及
び

運
営

を
図

る
た

め
、

課
に

文
書

事
務

取
扱

主
任

及
び

文
書

事
務

取
扱

補
助

員
を

置
く

。
 

２
 

文
書

事
務

取
扱

主
任

及
び

文
書

事
務

取
扱

補
助

員
は

、
課

の
職

員
の

う
ち

か
ら

当
該

課
長

が
指

名
す

る
。

 

２
 

文
書

事
務

取
扱

主
任

及
び

文
書

事
務

取
扱

補
助

員
は

、
課

の
職

員
の

う
ち

か
ら

当
該

課
長

が
指

名
す

る
。

 

３
 

文
書

事
務

取
扱

主
任

は
、

別
に

定
め

の
あ

る
も

の
の

ほ
か

、
課

長
の

命
を

受
け

て
次

に
掲

げ
る

事
務

を
処

理
す

る
も

の
と

す
る

。
 

３
 

文
書

事
務

取
扱

主
任

は
、

別
に

定
め

の
あ

る
も

の
の

ほ
か

、
課

長
の

命
を

受
け

て
次

に
掲

げ
る

事
務

を
処

理
す

る
も

の
と

す
る

。
 

(
1
)
 
文

書
の

収
受

、
配

付
及

び
発

送
に

関
す

る
こ

と
。

 
(
1
)
 
文

書
の

収
受

、
配

付
及

び
発

送
に

関
す

る
こ

と
。

 

(
2
)
 
文

書
の

審
査

に
関

す
る

こ
と

。
 

(
2
)
 
文

書
の

審
査

に
関

す
る

こ
と

。
 

(
3
)
 
文

書
事

務
の

処
理

促
進

及
び

進
行

管
理

に
関

す
る

こ
と

。
 

(
3
)
 
文

書
事

務
の

処
理

促
進

及
び

進
行

管
理

に
関

す
る

こ
と

。
 

(
4
)
 
文

書
の

整
理

、
保

管
及

び
保

存
（

フ
ァ

イ
リ

ン
グ

・
シ

ス
テ

ム
の

維
持

管
理

）
に

関
す

る
こ

と
。

 

(
4
)
 
文

書
の

整
理

、
保

管
及

び
保

存
（

フ
ァ

イ
リ

ン
グ

・
シ

ス
テ

ム
の

維
持

管
理

）
に

関
す

る
こ

と
。

 

(
5
)
 
文

書
事

務
の

指
導

、
改

善
及

び
調

査
に

関
す

る
こ

と
。

 
(
5
)
 
文

書
事

務
の

指
導

、
改

善
及

び
調

査
に

関
す

る
こ

と
。

 

(
6
)
 
前

各
号

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

文
書

事
務

に
関

し
必

要
な

こ
と

。
 

(
6
)
 
そ

の
他

文
書

事
務

に
関

し
必

要
な

こ
と

。
 

４
 

文
書

事
務

取
扱

補
助

員
は

、
文

書
事

務
取

扱
主

任
の

指
揮

を
受

け
て

、
前

項
の

文
書

事
務

取
扱

主
任

の
事

務
を

補
助

す
る

。
 

４
 

文
書

事
務

取
扱

補
助

員
は

、
文

書
事

務
取

扱
主

任
の

指
揮

を
受

け
て

、
前

項
の

文
書

事
務

取
扱

主
任

の
事

務
を

補
助

す
る

。
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新
 

旧
 

（
文

書
事

務
の

責
任

区
分

）
 

（
文

書
事

務
の

責
任

区
分

）
 

第
８

条
 

文
書

事
務

の
責

任
区

分
は

、
特

別
の

定
め

が
あ

る
場

合
を

除
く

ほ
か

、
次

に
掲

げ
る

と
お

り
と

す
る

。
 

第
８

条
 

文
書

事
務

の
責

任
区

分
は

、
特

別
の

定
め

が
あ

る
場

合
を

除
く

ほ
か

、
次

に
掲

げ
る

と
お

り
と

す
る

。
 

(
1
)
 
受

領
、

配
付

及
び

発
送

 
教

育
総

務
課

 
(
1
)
 
受

領
、

配
付

及
び

発
送

 
教

育
総

務
課

 

(
2
)
 
保

存
及

び
廃

棄
（

教
育

総
務

課
に

引
き

継
が

れ
た

文
書

に
限

る
。

）
 

教
育

総
務

課
 

(
2
)
 
保

存
及

び
廃

棄
（

教
育

総
務

課
に

引
き

継
が

れ
た

文
書

に
限

る
。

）
 

教
育

総
務

課
 

(
3
)
 
収

受
、

起
案

、
合

議
、

決
裁

、
浄

書
、

照
合

、
施

行
（

休
庁

日
及

び
執

務
時

間
外

に
お

け
る

文
書

の
発

送
に

係
る

手
続

を
含

む
。

）
、

整
理

、
保

管
、

引
継

ぎ
及

び
廃

棄
（

教
育

総
務

課
に

引
き

継
が

れ
た

文
書

を
除

く
。

）
 

当
該

事
務

を
所

管
す

る
課

（
以

下
「

主
務

課
」

と
い

う
。

）
 

(
3
)
 
収

受
、

起
案

、
合

議
、

決
裁

、
浄

書
、

照
合

、
整

理
、

保
管

、
引

継
ぎ

及
び

廃
棄

（
教

育
総

務
課

に
引

き
継

が
れ

た
文

書
を

除
く

。
）

 
当

該
事

務
を

所
管

す
る

課
（

以
下

「
主

務
課

」
と

い
う

。
）

 

（
文

書
の

庁
外

持
出

し
）

 
（

文
書

の
庁

外
持

出
し

）
 

第
１

０
条

 
文

書
は

、
庁

外
に

持
ち

出
し

て
は

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
主

務
課

の
長
（

以
下
「

主

務
課

長
」

と
い

う
。

）
の

許
可

を
得

た
と

き
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

第
１

０
条

 
文

書
は

、
庁

外
に

持
ち

出
し

て
は

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
主

務
課

の
課

長
（

以
下

「
主

務
課

長
」

と
い

う
。

）
の

許
可

を
得

た
と

き
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

（
文

書
の

収
受

及
び

配
付

）
 

（
文

書
の

収
受

及
び

配
付

）
 

第
１

２
条

 
到

着
し

た
文

書
は

、
教

育
総

務
課

に
お

い
て

受
領

し
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

区
分

に
従

い
、

当
該

各
号

に
定

め
る

方
法

に
よ

り
処

理
し

、
配

付
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

装
置

（
以

下
「

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

」
と

い
う

。
）

、
電

子
通

信
シ

ス
テ

ム
（

以

下
「

電
子

メ
ー

ル
」

と
い

う
。

）
又

は
電

子
申

請
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

受
信

さ
れ

た
文

書
の

収

受
及

び
配

付
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

第
１

２
条

 
到

着
し

た
文

書
は

、
教

育
総

務
課

に
お

い
て

受
領

し
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

区
分

に
従

い
、

当
該

各
号

に
定

め
る

方
法

に
よ

り
処

理
し

、
配

付
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

装
置

（
以

下
「

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

」
と

い
う

。
）

、
電

子
通

信
シ

ス
テ

ム
（

以

下
「

電
子

メ
ー

ル
」

と
い

う
。

）
又

は
電

子
申

請
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

受
信

さ
れ

た
文

書
の

収

受
及

び
配

付
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

(
1
)
 
親

展
文

書
 

(
1
)
 
親

展
文

書
 

当
該

文
書

は
、

閉
封

の
ま

ま
、

教
育

長
宛

て
の

も
の

は
教

育
総

務
課

長
に

、
そ

の
他

の

も
の

は
名

宛
人

に
配

付
す

る
。

た
だ

し
、

封
筒

の
表

記
で

配
付

先
が

確
認

で
き

な
い

も
の

は
開

封
し

、
主

務
課

に
配

付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

当
該

文
書

は
、

閉
封

の
ま

ま
、

教
育

長
宛

て
の

も
の

は
教

育
総

務
課

長
に

、
そ

の
他

の
も

の
は

宛
名

人
に

配
付

す
る

。
た

だ
し

、
封

筒
の

表
記

で
配

付
先

が
確

認
で

き
な

い
も

の
は

開

封
し

、
主

務
課

に
配

付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

(
2
)
 
前

号
に

掲
げ

る
文

書
以

外
の

文
書

 
(
2
)
 
前

号
に

掲
げ

る
文

書
以

外
の

も
の

 

封
筒

の
表

記
に

よ
り

文
書

の
配

付
先

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
に

あ
っ

て
は

閉

封
の

ま
ま

、
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

も
の

に
あ

っ
て

は
開

封
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

主
務

課
に

配
付

す
る

も
の

と
す

る
。

 

当
該

文
書

は
、

原
則

と
し

て
開

封
し

、
主

務
課

に
配

付
す

る
。

た
だ

し
、

当
該

文
書

の
う

ち
封

筒
の

表
記

で
配

付
先

が
確

認
で

き
る

も
の

は
、

閉
封

の
ま

ま
、

主
務

課
に

配
付

す
る

こ

と
が

で
き

る
。

 

２
 

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

主
務

課
に

直
接

到
着

し
た

文
書

に
あ

っ
て

は
、

当
該

主
務

課
に

お
い

て
受

領
し

、
及

び
収

受
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
教

育
総

務

課
が

行
う

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

事
務

は
、

主
務

課
が

行
う

も
の

と
す

る
。

 

２
 

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

主
務

課
に

直
接

到
着

し
た

文
書

に
あ

っ
て

は
、

当
該

主
務

課
に

お
い

て
受

領
し

、
及

び
収

受
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
教

育
総

務

課
が

行
う

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

事
務

は
、

主
務

課
が

行
う

も
の

と
す

る
。

 

３
 

前
２

項
の

文
書

で
、

受
領

の
日

時
が

権
利

の
得

喪
又

は
変

更
に

関
係

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
も

の
は

、
当

該
文

書
に

収
受

時
刻

を
明

記
す

る
と

と
も

に
証

印
し

、
そ

の
封

筒
の

あ
る

も

の
は

、
こ

れ
を

添
付

し
て

配
付

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

３
 

前
２

項
の

文
書

で
、

受
領

の
日

時
が

権
利

の
得

喪
又

は
変

更
に

関
係

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
も

の
は

、
当

該
文

書
に

収
受

時
刻

を
明

記
す

る
と

と
も

に
証

印
し

、
そ

の
封

筒
の

あ
る

も

の
は

、
こ

れ
を

添
付

し
て

配
付

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

４
 

２
以

上
の

課
に

関
連

す
る

文
書

は
、

教
育

総
務

課
に

お
い

て
、

最
も

関
係

の
深

い
と

認
め

４
 

２
以

上
の

課
に

関
連

す
る

文
書

は
、

教
育

総
務

課
に

お
い

て
、

最
も

関
係

の
深

い
と

認
め
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新
 

旧
 

る
課

に
配

付
す

る
。

 
る

課
に

配
付

す
る

。
 

５
 

所
管

の
明

ら
か

で
な

い
文

書
は

、
教

育
総

務
課

に
お

い
て

学
校

教
育

部
長

か
ら

当
該

文
書

の
主

務
課

の
決

定
を

受
け

、
当

該
主

務
課

に
配

付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

５
 

所
管

の
明

ら
か

で
な

い
文

書
は

、
教

育
総

務
課

に
お

い
て

学
校

教
育

部
長

か
ら

当
該

文
書

の
主

務
課

の
決

定
を

受
け

、
当

該
主

務
課

に
配

付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

（
配

付
の

方
法

）
 

（
文

書
の

配
付

回
数

）
 

第
１

３
条

 
前

条
第

１
項

本
文

の
規

定
に

よ
り

教
育

総
務

課
に

お
い

て
受

領
し

た
文

書
の

配
付

は
、

教
育

総
務

課
に

備
え

る
文

書
配

付
箱

を
通

じ
て

行
う

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

書
留

、

簡
易

書
留

、
配

達
証

明
、

現
金

書
留

及
び

特
別

送
達

に
よ

り
送

達
さ

れ
た

も
の

そ
の

他
緊

急

を
要

す
る

文
書

に
つ

い
て

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

第
１

３
条

 
事

務
局

の
本

庁
に

お
け

る
文

書
の

配
付

は
、

１
日

２
回

と
す

る
。

た
だ

し
、

緊
急

を
要

す
る

文
書

に
つ

い
て

は
、

そ
の

都
度

主
務

課
に

配
付

す
る

も
の

と
す

る
。

 

（
主

務
課

に
お

け
る

文
書

の
収

受
及

び
配

付
）

 
（

主
務

課
に

お
け

る
文

書
の

収
受

及
び

配
付

）
 

第
１

４
条

 
文

書
事

務
取

扱
主

任
は

、
第

１
２

条
第

１
項

、
第

４
項

又
は

第
５

項
の

規
定

に
よ

り
文

書
の

配
付

を
受

け
、
又

は
同

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

文
書

を
直

接
収

受
し

た
と

き
は

、

親
展

文
書

そ
の

他
開

封
が

不
適

当
と

認
め

ら
れ

る
文

書
に

あ
っ

て
は

閉
封

の
ま

ま
名

宛
人

に

配
付

し
、

そ
の

他
の

も
の

に
あ

っ
て

は
直

ち
に

開
封

し
、

こ
れ

を
担

当
者

に
配

付
し

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。

 

第
１

４
条

 
文

書
事

務
取

扱
主

任
は

、
第

１
２

条
の

規
定

に
よ

り
文

書
の

配
付

を
受

け
、

又
は

直
接

収
受

し
た

と
き

は
、

親
展

文
書

そ
の

他
開

封
が

不
適

当
と

認
め

ら
れ

る
文

書
を

除
き

、

開
封

さ
れ

て
い

な
い

も
の

は
直

ち
に

開
封

し
、

こ
れ

を
担

当
者

に
配

付
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

 

２
 

前
項

に
規

定
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
文

書
事

務
取

扱
主

任
は

、
当

該
文

書
の

余
白

に
課

収
受

印
（

別
記

様
式

第
４

号
）

を
押

し
、

文
書

整
理

簿
（

別
記

様
式

第
５

号
）

に
所

定
の

事

項
を

記
載

し
、

文
書

記
号

及
び

文
書

番
号

を
課

収
受

印
中

に
記

入
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

た
だ

し
、

次
に

掲
げ

る
文

書
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

２
 

前
項

に
規

定
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
文

書
事

務
取

扱
主

任
は

、
当

該
文

書
の

余
白

に
課

収
受

印
（

別
記

様
式

第
４

号
）

を
押

し
、

文
書

整
理

簿
（

別
記

様
式

第
５

号
）

に
所

定
の

事

項
を

記
載

し
、

文
書

記
号

及
び

文
書

番
号

を
課

収
受

印
中

に
記

入
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

た
だ

し
、

次
に

掲
げ

る
文

書
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

(
1
)
 
部

外
者

か
ら

の
文

書
で

閲
覧

だ
け

に
と

ど
め

る
も

の
及

び
届

書
（

収
受

の
日

時
が

権
利

の
得

喪
又

は
変

更
に

関
係

す
る

も
の

を
除

く
。

）
 

(
1
)
 
部

外
者

か
ら

の
文

書
で

閲
覧

だ
け

に
と

ど
め

る
も

の
及

び
届

書
（

収
受

の
日

時
が

権
利

の
得

喪
又

は
変

更
に

関
係

す
る

も
の

を
除

く
。

）
 

(
2
)
 
証

明
に

関
す

る
文

書
 

(
2
)
 
証

明
に

関
す

る
文

書
 

(
3
)
 
軽

易
な

文
書

 
(
3
)
 
軽

易
な

文
書

 

(
4
)
 
庁

内
の

往
復

文
書

 
(
4
)
 
庁

内
の

往
復

文
書

 

(
5
)
 
請

求
書

 
(
5
)
 
請

求
書

 

(
6
)
 
電

報
 

(
6
)
 
電

報
 

(
7
)
 
文

書
記

号
等

を
付

す
る

こ
と

を
要

し
な

い
よ

う
に

様
式

が
定

め
ら

れ
て

い
る

文
書

 
(
7
)
 
文

書
記

号
等

を
付

す
る

こ
と

を
要

し
な

い
よ

う
に

様
式

が
定

め
ら

れ
て

い
る

文
書

 

(
8
)
 
法

令
等

の
規

定
に

よ
り

、
文

書
整

理
簿

に
代

わ
る

帳
票

に
記

載
す

る
文

書
 

(
8
)
 
法

令
等

の
規

定
に

よ
り

、
文

書
整

理
簿

に
代

わ
る

帳
票

に
記

載
す

る
文

書
 

(
9
)
 
窓

口
に

お
い

て
直

ち
に

処
理

す
る

必
要

が
あ

る
文

書
 

(
9
)
 
窓

口
に

お
い

て
直

ち
に

処
理

す
る

必
要

が
あ

る
文

書
 

(
1
0
)
 
前

各
号

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、
文

書
記

号
等

を
付

す
る

必
要

が
な

い
と

主
務

課
長

が

認
め

た
文

書
 

(
1
0
)
 
前

各
号

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、
文

書
記

号
等

を
付

す
る

必
要

が
な

い
と

主
務

課
長

が

認
め

た
文

書
 

３
 

前
項

の
文

書
記

号
は

、
別

表
第

１
の

右
欄

に
掲

げ
る

課
に

あ
っ

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
同

表
の

左
欄

に
掲

げ
る

記
号

を
付

す
る

も
の

と
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
当

該
文

書
が

指
令

で

３
 

前
項

の
文

書
記

号
は

、
別

表
第

１
の

右
欄

に
掲

げ
る

課
に

あ
っ

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
同

表
の

左
欄

に
掲

げ
る

記
号

を
付

す
る

も
の

と
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
当

該
文

書
が

指
令

で
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あ
る

と
き

は
、

文
書

記
号

の
前

に
「

指
令

」
の

文
字

を
付

す
る

も
の

と
す

る
。

 
あ

る
と

き
は

、
文

書
記

号
の

前
に

「
指

令
」

の
文

字
を

付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

４
 

第
２

項
の

文
書

番
号

は
、

主
務

課
に

お
い

て
、

当
該

文
書

を
収

受
し

、
又

は
施

行
す

る
順

序
に

従
い

、
会

計
年

度
ご

と
の

一
連

番
号

に
よ

り
付

す
る

も
の

と
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い

て
、

同
一

事
案

又
は

一
連

の
手

続
に

属
す

る
文

書
に

は
、

原
則

と
し

て
当

該
事

案
の

処
理

又

は
一

連
の

手
続

が
完

結
す

る
ま

で
そ

の
会

計
年

度
内

に
お

い
て

は
、

同
一

の
番

号
を

付
す

る

も
の

と
す

る
。

 

４
 

第
１

項
の

文
書

番
号

は
、

課
ご

と
に

お
い

て
、

当
該

文
書

を
収

受
し

、
又

は
施

行
す

る
順

序
に

従
い

、
原

則
と

し
て

会
計

年
度

ご
と

の
一

連
番

号
に

よ
り

付
す

る
も

の
と

す
る

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
同

一
事

案
又

は
一

連
の

手
続

に
属

す
る

文
書

に
は

、
当

該
事

案
の

処
理

又

は
一

連
の

手
続

が
完

結
す

る
ま

で
そ

の
会

計
年

度
内

に
お

い
て

は
、

同
一

の
番

号
を

付
す

る

も
の

と
す

る
。

 

（
郵

便
料

金
の

不
足

又
は

未
納

の
文

書
）

 
（

郵
便

料
金

の
不

足
又

は
未

納
の

文
書

）
 

第
１

６
条

 
郵

便
料

金
の

不
足

又
は

未
納

の
文

書
は

、
官

公
署

か
ら

発
送

さ
れ

た
も

の
そ

の
他

主
務

課
長

が
必

要
と

認
め

た
も

の
に

限
り

、
そ

の
不

足
又

は
未

納
の

料
金

を
支

払
い

、
こ

れ

を
収

受
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

第
１

６
条

 
郵

便
料

金
の

不
足

又
は

未
納

の
文

書
は

、
官

公
署

か
ら

発
送

さ
れ

た
も

の
又

は
教

育
総

務
課

長
が

必
要

と
認

め
た

も
の

に
限

り
、

そ
の

不
足

又
は

未
納

の
料

金
を

支
払

い
、

こ

れ
を

収
受

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
所

管
に

属
さ

な
い

文
書

）
 

（
所

管
に

属
さ

な
い

文
書

）
 

第
１

７
条

 
文

書
事

務
取

扱
主

任
は

、
第

１
２

条
第

１
項

又
は

第
４

項
の

規
定

に
よ

り
配

付
を

受
け

た
文

書
の

う
ち

課
の

所
管

に
属

さ
な

い
も

の
が

あ
る

と
き

は
、

直
接

他
の

課
に

転
送

す

る
こ

と
な

く
、

そ
の

旨
を

記
載

し
た

付
箋

を
当

該
文

書
に

付
け

て
教

育
総

務
課

に
返

付
し

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

第
１

７
条

 
文

書
事

務
取

扱
主

任
は

、
第

１
２

条
の

規
定

に
よ

り
配

付
を

受
け

た
文

書
の

う
ち

課
の

所
管

に
属

さ
な

い
も

の
が

あ
る

と
き

は
、

直
接

他
の

課
に

転
送

す
る

こ
と

な
く

、
そ

の

旨
を

記
載

し
た

付
箋

を
当

該
文

書
に

付
け

て
教

育
総

務
課

に
返

付
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
電

話
等

に
よ

る
聴

取
）

 
（

電
話

等
に

よ
る

聴
取

）
 

第
１

８
条

 
課

に
お

い
て

電
話

又
は

口
頭

で
受

け
た

事
案

の
う

ち
重

要
な

も
の

は
、
聴

取
書
（

別

記
様

式
第

６
号

）
に

記
載

し
、

又
は

記
録

し
て

、
取

り
扱

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

第
１

８
条

 
課

に
お

い
て

電
話

又
は

口
頭

で
受

理
し

た
事

案
の

う
ち

重
要

な
も

の
は

、
聴

取
書

（
別

記
様

式
第

６
号

）
に

記
載

し
、

取
り

扱
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
文

書
の

供
覧

）
 

（
文

書
の

供
覧

）
 

第
１

９
条

 
収

受
し

た
文

書
の

う
ち

閲
覧

だ
け

に
と

ど
め

る
も

の
は

、
当

該
文

書
の

余
白

に
「

供

覧
」

と
記

載
し

、
参

考
事

項
を

付
記

し
て

上
司

の
閲

覧
に

供
す

る
も

の
と

す
る

。
こ

の
場

合

に
お

い
て

、
他

の
課

に
関

係
の

あ
る

供
覧

の
文

書
は

、
当

該
文

書
の

写
し

を
当

該
関

係
職

位

に
送

付
し

、
又

は
当

該
文

書
の

主
旨

を
口

頭
で

当
該

関
係

職
位

に
通

知
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

 

第
１

９
条

 
収

受
し

た
文

書
の

う
ち

閲
覧

だ
け

に
と

ど
め

る
も

の
は

、
当

該
文

書
の

余
白

に
「

供

覧
」

と
記

載
し

、
参

考
事

項
を

付
記

し
て

上
司

の
閲

覧
に

供
す

る
も

の
と

す
る

。
こ

の
場

合

に
お

い
て

、
他

の
課

に
関

係
の

あ
る

供
覧

の
文

書
は

、
当

該
文

書
の

写
し

を
当

該
関

係
職

位

に
送

付
し

、
又

は
当

該
文

書
の

主
旨

を
口

頭
で

当
該

関
係

職
位

に
通

知
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

 

２
 

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

を
用

い
て

電
子

文
書

を
閲

覧
に

供
す

る
場

合
に

お
け

る
前

項
の

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
同

項
中

「
の

余
白

に
「

供
覧

」
と

記
載

し
、

参
考

事
項

」
と

あ
る

の

は
、

「
に

参
考

事
項

」
と

す
る

。
 

２
 

収
受

し
た

文
書

の
う

ち
例

規
と

な
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

当
該

文
書

の
上

部
余

白
に

「
例

規
」

と
記

載
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
起

案
文

書
の

作
成

）
 

（
起

案
文

書
の

作
成

）
 

第
２

０
条

 
起

案
は

、
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
、

決
裁

を
受

け
る

べ
き

事
項

に
係

る
電

磁
的

記
録

を
作

成
す

る
方

法
に

よ
り

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
次

の
各

号
の

い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

は
、
当

該
各

号
に

掲
げ

る
方

法
に

よ
り

処
理

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

第
２

０
条

 
起

案
文

書
は

、
起

案
用

紙
（

別
記

様
式

第
７

号
）

及
び

第
１

号
用

紙
（

別
記

様
式

第
８

号
）

を
用

い
て

作
成

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

も
の

の

起
案

に
つ

い
て

は
、

当
該

各
号

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

処
理

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
1
)
 
ス

キ
ャ

ナ
に

よ
り

読
み

取
る

必
要

が
あ

る
書

面
の

量
又

は
性

状
、

起
案

文
書

の
正

確
性

を
確

保
す

る
た

め
に

必
要

な
事

務
の

内
容

そ
の

他
の

事
情

に
よ

り
、

起
案

の
内

容
の

全
部

(
1
)
 
定

例
的

に
報

告
す

る
も

の
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を
電

磁
的

記
録

に
よ

り
作

成
す

る
こ

と
が

事
務

の
執

行
に

支
障

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

 
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
決

裁
を

受
け

る
べ

き
事

項
に

係
る

電
磁

的
記

録
を

作
成

す
る

と
と

も
に

、
一

部
の

文
書

又
は

図
画

を
書

面
に

よ
り

回
付

す
る

方
法

 

 
報

告
票

（
別

記
様

式
第

９
号

）
を

用
い

る
。

 

(
2
)
 
法

令
の

規
定

又
は

事
務

の
目

的
若

し
く

は
性

質
に

よ
り

、
起

案
の

内
容

の
全

部
又

は
一

部
を

電
磁

的
記

録
に

よ
り

作
成

す
る

こ
と

が
適

当
で

な
い

と
認

め
ら

れ
る

場
合

 
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
起

案
用

紙
（

別
記

様
式

第
７

号
）

及
び

第
１

号
用

紙
（

別
記

様
式

第
８

号
）

を
作

成
す

る
方

法
 

(
2
)
 
軽

易
な

照
会

、
回

答
、

通
知

、
依

頼
等

の
も

の
若

し
く

は
文

書
不

備
に

よ
り

返
付

す
る

も
の

又
は

用
紙

、
印

刷
物

等
の

発
送

に
係

る
も

の
 

 
簡

易
文

書
処

理
票

（
別

記
様

式
第

１
０

号
）

を
用

い
、

又
は

当
該

文
書

の
余

白
を

利
用

す

る
。

 

 
(
3
)
 
事

務
処

理
上

帳
票

を
用

い
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

も
の

 

 
主

務
課

長
が

教
育

総
務

課
長

の
承

認
を

受
け

て
定

め
た

帳
票

に
よ

る
。

 

２
 

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

起
案

に
つ

い
て

は
、

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

を
用

い
る

こ
と

な
く

、
当

該
各

号
に

掲
げ

る
方

法
に

よ
り

行
う

こ
と

が

で
き

る
。

 

(
1
)
 
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
以

外
の

電
子

情
報

処
理

組
織

を
用

い
て

行
う

一
連

の
事

務
又

は
機

密
に

関
す

る
事

務
に

係
る

も
の
（

第
３

号
又

は
第

４
号

に
該

当
す

る
も

の
を

除
く

。
）
 

起

案
用

紙
（

別
記

様
式

第
７

号
）

及
び

第
１

号
用

紙
（

別
記

様
式

第
８

号
）

を
用

い
る

方
法

 

(
2
)
 
定

例
的

に
報

告
す

る
も

の
 

報
告

票
（

別
記

様
式

第
９

号
）

を
用

い
る

方
法

 

(
3
)
 
軽

易
な

照
会

、
回

答
、

通
知

、
依

頼
、

証
明

等
に

係
る

も
の

若
し

く
は

文
書

の
不

備
に

よ
り

返
付

す
る

も
の

又
は

用
紙

、
印

刷
物

等
の

発
送

に
係

る
も

の
 

簡
易

文
書

処
理

票
（

別

記
様

式
第

１
０

号
）

を
用

い
、

又
は

当
該

文
書

の
余

白
を

利
用

す
る

方
法

 

(
4
)
 
前

３
号

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

を
用

い
る

方
法

以
外

の
方

法
に

よ
り

起
案

を
す

る
こ

と
に

つ
き

や
む

を
得

な
い

事
情

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
も

の
 

主
務

課
長

が
教

育
総

務
課

長
の

承
認

を
受

け
て

定
め

た
方

法
 

 

３
 

起
案

文
書

の
作

成
に

当
た

っ
て

は
、

公
用

文
に

関
す

る
規

程
（

昭
和

５
０

年
東

広
島

市
訓

令
第

１
６

号
）

の
例

に
よ

る
ほ

か
、

次
に

掲
げ

る
事

項
に

留
意

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

起
案

文
書

の
作

成
に

当
た

っ
て

は
、

公
用

文
に

関
す

る
規

程
（

昭
和

５
０

年
東

広
島

市
訓

令
第

１
６

号
）

の
例

に
よ

る
ほ

か
、

次
に

掲
げ

る
事

項
に

留
意

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(
1
)
 
事

案
が

２
以

上
の

課
に

関
係

す
る

も
の

は
、

関
係

の
最

も
深

い
課

で
起

案
す

る
こ

と
。

 
(
1
)
 
事

案
が

２
以

上
の

課
に

関
係

す
る

も
の

は
、

関
係

の
最

も
深

い
課

で
起

案
す

る
こ

と
。

 

(
2
)
 
密

接
な

関
連

を
持

つ
処

理
案

は
、

努
め

て
一

括
し

、
第

１
案

・
第

２
案

と
区

分
し

て
起

案
す

る
こ

と
。

 

(
2
)
 
密

接
な

関
連

を
持

つ
処

理
案

は
、

努
め

て
一

括
し

、
第

１
案

・
第

２
案

と
区

分
し

て
起

案
す

る
こ

と
。

 

(
3
)
 
起

案
文

書
に

は
、
事

案
が

定
例

又
は

軽
易

な
も

の
を

除
く

ほ
か

、
起

案
の

要
旨

、
理

由
、

根
拠

法
令

そ
の

他
参

考
と

な
る

事
項

を
簡

潔
に

記
載

し
、

又
は

記
録

し
、

関
係

書
類

又
は

そ
の

電
磁

的
記

録
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

(
3
)
 
起

案
文

書
に

は
、
事

案
が

定
例

又
は

軽
易

な
も

の
を

除
く

ほ
か

、
起

案
の

要
旨

、
理

由
、

根
拠

法
令

そ
の

他
参

考
と

な
る

事
項

を
簡

潔
に

記
述

し
、

関
係

書
類

を
添

付
す

る
こ

と
。
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(
4
)
 
起

案
文

書
に

は
、

決
裁

区
分

、
文

書
の

分
類

、
保

存
年

限
等

を
記

載
し

、
又

は
記

録
す

る
こ

と
。

 

(
4
)
 
起

案
文

書
に

は
、

決
裁

区
分

、
文

書
の

分
類

、
保

存
年

限
等

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
5
)
 
起

案
文

書
（

電
子

文
書

を
除

く
。

）
は

、
左

と
じ

と
し

、
ホ

ッ
チ

キ
ス

等
で

丁
寧

に
と

じ
る

こ
と

。
 

(
5
)
 
起

案
文

書
は

、
左

と
じ

と
し

、
ホ

ッ
チ

キ
ス

等
で

丁
寧

に
と

じ
る

こ
と

。
 

４
 

前
項

第
３

号
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
同

一
文

例
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

例
文

」
と

い
う

。
）

に
よ

っ
て

施
行

す
る

こ
と

が
で

き
る

事
案

は
、

あ
ら

か
じ

め
当

該
例

文
に

つ
い

て

教
育

総
務

課
長

の
承

認
を

受
け

た
と

き
は

、
当

該
事

案
を

処
理

す
る

起
案

文
書

に
は

、
単

に

伺
い

及
び

例
文

に
よ

っ
て

処
理

す
る

旨
を

記
載

し
、

又
は

記
録

す
る

こ
と

を
も

っ
て

足
り

、

当
該

例
文

は
、

記
載

し
、

又
は

記
録

す
る

こ
と

を
要

し
な

い
。

 

３
 

前
項

第
３

号
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
同

一
文

例
（

以
下

「
例

文
」

と
い

う
。

）
に

よ
っ

て
作

成
す

る
こ

と
の

で
き

る
起

案
文

書
は

、
あ

ら
か

じ
め

当
該

例
文

に
つ

い
て

教
育

総
務

課

長
の

承
認

を
受

け
、

当
該

事
案

を
処

理
す

る
起

案
文

書
に

は
、

単
に

伺
い

及
び

例
文

に
よ

っ

て
処

理
す

る
旨

だ
け

を
記

載
し

、
当

該
例

文
は

、
記

載
し

な
い

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
起

案
文

書
の

訂
正

）
 

（
起

案
文

書
の

訂
正

）
 

第
２

１
条

 
起

案
文

書
（

電
子

文
書

を
除

く
。

）
の

記
載

事
項

を
訂

正
し

た
と

き
は

、
訂

正
者

は
、

原
則

と
し

て
そ

の
箇

所
に

認
め

印
を

押
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

第
２

１
条

 
起

案
文

書
の

記
載

事
項

を
訂

正
し

た
と

き
は

、
訂

正
者

は
、

原
則

と
し

て
そ

の
箇

所
に

認
め

印
を

押
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
起

案
文

書
の

回
付

）
 

（
起

案
文

書
の

回
付

）
 

第
２

２
条

 
事

案
決

定
の

た
め

の
起

案
文

書
の

回
付

は
、

決
裁

手
続

図
（

別
表

第
２

）
に

掲
げ

る
順

序
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

特
に

緊
急

又
は

秘
密

を
要

す
る

起
案

文
書

（
電

子

文
書

を
除

く
。
以

下
こ

の
項

及
び

第
３

項
に

お
い

て
同

じ
。
）
そ

の
他

重
要

な
起

案
文

書
は

、

当
該

起
案

文
書

の
上

部
余

白
に

そ
の

旨
を

朱
書

で
表

示
し

、
起

案
者

又
は

そ
の

上
席

の
職

員

が
自

ら
持

ち
回

っ
て

決
裁

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

第
２

２
条

 
事

案
決

定
の

た
め

の
起

案
文

書
の

回
付

は
、

決
裁

手
続

図
（

別
表

第
２

）
に

掲
げ

る
順

序
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

特
に

緊
急

又
は

秘
密

を
要

す
る

起
案

文
書

そ
の

他

重
要

な
起

案
文

書
は

、
当

該
起

案
文

書
の

上
部

余
白

に
そ

の
旨

を
朱

書
で

表
示

し
、

起
案

者

又
は

そ
の

上
席

の
職

員
が

自
ら

持
ち

回
っ

て
決

裁
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 

起
案

文
書

の
事

案
の

決
定

に
関

与
す

る
者

は
、

起
案

文
書

が
回

付
さ

れ
た

と
き

は
、

直
ち

に
当

該
事

案
を

検
討

し
、

当
該

事
案

に
係

る
決

定
案

に
つ

い
て

異
議

が
あ

る
と

き
又

は
検

討

を
終

了
し

た
と

き
は

、
そ

の
旨

を
速

や
か

に
主

務
課

長
に

連
絡

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

起
案

文
書

の
事

案
の

決
定

に
関

与
す

る
者

は
、

起
案

文
書

が
回

付
さ

れ
た

と
き

は
、

直
ち

に
当

該
事

案
を

検
討

し
、

当
該

事
案

に
係

る
決

定
案

に
つ

い
て

異
議

が
あ

る
と

き
又

は
検

討

を
終

了
し

た
と

き
は

、
そ

の
旨

を
速

や
か

に
主

務
課

長
に

連
絡

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

３
 

起
案

文
書

の
事

案
を

代
理

決
裁

又
は

代
理

決
定

し
た

者
は

、
そ

の
者

の
認

め
印

の
左

上
に

「
代

」
と

朱
書

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
後

閲
に

付
す

べ
き

も
の

は
、

更
に

「
後

閲
」

と
朱

書
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

３
 

起
案

文
書

の
事

案
を

代
理

決
裁

又
は

代
理

決
定

し
た

者
は

、
そ

の
者

の
認

め
印

の
左

上
に

「
代

」
と

朱
書

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
後

閲
に

付
す

べ
き

も
の

は
、

更
に

「
後

閲
」

と
朱

書
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
合

議
）

 
（

合
議

）
 

第
２

３
条

 
起

案
文

書
の

事
案

が
他

の
部

課
の

主
管

事
務

に
関

係
の

あ
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

主
務

課
長

は
、

当
該

起
案

文
書

を
決

裁
手

続
図

（
別

表
第

２
）

に
掲

げ
る

順
序

（
第

２
０

条

第
１

項
（

第
２

号
を

除
く

。
）

に
規

定
す

る
方

法
に

よ
り

行
っ

た
起

案
に

あ
っ

て
は

、
当

該

順
序

に
準

ず
る

順
序

）
に

よ
り

当
該

関
係

職
位

に
合

議
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

第
２

３
条

 
起

案
文

書
の

事
案

が
他

の
部

課
の

主
管

事
務

に
関

係
の

あ
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

主
務

課
長

は
、

当
該

起
案

文
書

を
決

裁
手

続
図

に
掲

げ
る

順
序

に
よ

り
当

該
関

係
職

位
に

合

議
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 

起
案

文
書

に
よ

る
合

議
で

は
、

関
係

職
位

と
の

協
議

及
び

調
整

が
十

分
に

行
わ

れ
難

い
事

案
に

つ
い

て
は

、
起

案
者

は
、
起

案
前

に
、
会

議
、
口

頭
文

書
に

よ
り

関
係

職
位

と
協

議
し

、

意
見

を
調

整
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 

起
案

文
書

に
よ

る
合

議
で

は
、

関
係

職
位

と
の

協
議

及
び

調
整

が
十

分
に

行
わ

れ
難

い
事

案
に

つ
い

て
は

、
起

案
者

は
、
起

案
前

に
、
会

議
、
口

頭
文

書
に

よ
り

関
係

職
位

と
協

議
し

、

意
見

を
調

整
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

３
 

合
議

を
受

け
た

関
係

職
位

は
、

合
議

事
案

に
つ

い
て

異
議

が
あ

る
と

き
は

、
主

務
課

長
に

３
 

合
議

を
受

け
た

関
係

職
位

は
、

合
議

事
案

に
つ

い
て

異
議

が
あ

る
と

き
は

、
主

務
課

長
に
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そ
の

旨
を

口
頭

を
も

っ
て

通
知

す
る

も
の

と
し

、
通

知
を

受
け

た
主

務
課

長
は

、
関

係
職

位

と
意

見
を

調
整

し
、

な
お

意
見

を
調

整
で

き
な

い
と

き
は

、
そ

の
旨

を
付

し
て

上
司

の
決

裁

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

そ
の

旨
を

口
頭

を
も

っ
て

通
知

す
る

も
の

と
し

、
通

知
を

受
け

た
主

務
課

長
は

、
関

係
職

位

と
意

見
を

調
整

し
、

な
お

意
見

を
調

整
で

き
な

い
と

き
は

、
そ

の
旨

を
付

し
て

上
司

の
決

裁

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

４
 

合
議

し
た

事
案

が
当

初
の

起
案

と
異

な
っ

て
決

裁
さ

れ
た

と
き

又
は

廃
案

に
な

っ
た

と
き

は
、

主
務

課
長

は
、

合
議

し
た

関
係

職
位

に
そ

の
旨

を
通

知
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

４
 

合
議

し
た

事
案

が
当

初
の

起
案

と
異

な
っ

て
決

裁
さ

れ
た

と
き

又
は

廃
案

に
な

っ
た

と
き

は
、

主
務

課
長

は
、

合
議

し
た

関
係

職
位

に
そ

の
旨

を
通

知
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
文

書
の

審
査

）
 

（
文

書
の

審
査

）
 

第
２

４
条

 
次

に
掲

げ
る

事
案

に
係

る
起

案
文

書
は

、
主

務
部

長
（

課
長

専
決

の
場

合
に

あ
っ

て
は

、
主

務
課

長
）

の
意

思
決

定
を

経
た

後
、

他
の

部
課

に
関

係
の

あ
る

も
の

は
更

に
当

該

関
係

部
課

の
合

議
を

経
て

、
教

育
総

務
課

の
審

査
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

第
２

４
条

 
次

に
掲

げ
る

事
案

に
係

る
起

案
文

書
は

、
主

務
部

長
（

課
長

専
決

の
場

合
に

あ
っ

て
は

、
主

務
課

長
）

の
意

思
決

定
を

経
た

後
、

他
の

部
課

に
関

係
の

あ
る

も
の

は
更

に
当

該

関
係

部
課

の
合

議
を

経
て

、
教

育
総

務
課

の
審

査
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(
1
)
 
議

案
 

(
1
)
 
議

案
 

(
2
)
 
規

則
案

、
告

示
案

（
規

程
形

式
に

限
る

。
）

及
び

訓
令

案
 

(
2
)
 
規

則
案

、
告

示
案

、
訓

令
案

及
び

公
告

案
 

 
(
3
)
 
法

令
及

び
教

育
委

員
会

例
規

の
解

釈
に

関
す

る
事

案
 

 
(
4
)
 
私

法
上

の
法

律
関

係
の

設
定

及
び

変
更

に
関

す
る

事
案

（
重

要
又

は
異

例
な

事
案

で
紛

争
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
も

の
に

限
る

。
）

 

 
(
5
)
 
行

政
上

及
び

民
事

上
の

争
訟

に
関

す
る

事
案

 

 
(
6
)
 
往

復
文

案
で

重
要

又
は

異
例

に
属

す
る

も
の

 

２
 

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

次
に

掲
げ

る
も

の
は

、
教

育
総

務
課

の
審

査
を

要
し

な
い

も
の

と
す

る
。

 

２
 

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

次
に

掲
げ

る
も

の
は

、
教

育
総

務
課

の
審

査
を

要
し

な
い

も
の

と
す

る
。

 

(
1
)
 
第

２
０

条
第

４
項

の
規

定
に

よ
る

教
育

総
務

課
長

の
承

認
を

得
た

も
の

 
(
1
)
 
第

２
０

条
第

３
項

の
規

定
に

よ
る

教
育

総
務

課
長

の
承

認
を

得
た

も
の

 

(
2
)
 
法

令
等

の
規

定
に

よ
っ

て
様

式
が

定
め

ら
れ

て
い

る
も

の
 

(
2
)
 
法

令
等

の
規

定
に

よ
っ

て
様

式
が

定
め

ら
れ

て
い

る
も

の
 

(
3
)
 
他

の
官

公
庁

等
に

お
い

て
様

式
を

定
め

て
い

る
も

の
 

(
3
)
 
他

の
官

公
庁

等
に

お
い

て
様

式
を

定
め

て
い

る
も

の
 

(
4
)
 
前

３
号

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

審
査

を
要

し
な

い
と

教
育

総
務

課
長

が
認

め
た

も
の

 
(
4
)
 
そ

の
他

審
査

を
要

し
な

い
と

教
育

総
務

課
長

が
認

め
た

も
の

 

（
決

裁
年

月
日

の
記

載
）

 
（

決
裁

年
月

日
の

記
載

）
 

第
２

６
条

 
決

裁
文

書
に

は
、

決
裁

し
た

者
又

は
起

案
し

た
者

が
決

裁
し

た
者

の
確

認
を

受
け

た
上

で
決

裁
年

月
日

を
記

載
し

、
又

は
記

録
す

る
も

の
と

す
る

。
 

第
２

６
条

 
決

裁
文

書
に

は
、

決
裁

し
た

者
又

は
起

案
し

た
者

が
決

裁
し

た
者

の
確

認
を

受
け

た
上

で
決

裁
年

月
日

を
記

載
す

る
も

の
と

す
る

。
 

（
浄

書
）

 
（

浄
書

）
 

第
２

８
条

 
決

裁
文

書
の

浄
書

は
、

主
務

課
に

お
い

て
正

確
か

つ
明

瞭
に

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
次

に
掲

げ
る

も
の

は
、

教
育

総
務

課
に

お
い

て
行

う
も

の
と

す
る

。
 

第
２

８
条

 
決

裁
文

書
の

浄
書

は
、

主
務

課
に

お
い

て
正

確
か

つ
明

瞭
に

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
次

に
掲

げ
る

も
の

は
、

教
育

総
務

課
に

お
い

て
行

う
も

の
と

す
る

。
 

(
1
)
 
議

案
 

(
1
)
 
議

案
 

(
2
)
 
規

則
、

告
示

（
規

程
形

式
に

限
る

。
）

及
び

訓
令

 
(
2
)
 
規

則
、

告
示

、
訓

令
及

び
公

告
 

(
3
)
 
前

２
号

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

教
育

総
務

課
長

が
必

要
と

認
め

る
も

の
 

(
3
)
 
そ

の
他

教
育

総
務

課
長

が
必

要
と

認
め

る
も

の
 

２
 

決
裁

文
書

（
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
作

成
し

た
も

の
を

除
く

。
以

下
こ

の
項

に
お

２
 

決
裁

文
書

を
浄

書
し

た
と

き
は

、
当

該
決

裁
文

書
の

所
定

欄
に

浄
書

し
た

者
の

認
め

印
を
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い
て

同
じ

。
）

を
浄

書
し

た
と

き
は

、
当

該
決

裁
文

書
の

所
定

欄
に

浄
書

し
た

者
の

認
め

印

を
押

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

押
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
照

合
）

 
（

照
合

）
 

第
２

９
条

 
決

裁
文

書
を

浄
書

し
た

も
の

（
次

条
に

お
い

て
「

浄
書

文
書

」
と

い
う

。
）

と
当

該
決

裁
文

書
と

の
照

合
は

、
浄

書
を

し
た

者
以

外
の

者
が

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

は
、

前
条

第
２

項
の

規
定

を
準

用
す

る
。

 

第
２

９
条

 
決

裁
文

書
で

浄
書

し
た

も
の

（
次

条
に

お
い

て
「

浄
書

文
書

」
と

い
う

。
）

は
、

当
該

決
裁

文
書

と
照

合
し

、
当

該
決

裁
文

書
の

所
定

欄
に

照
合

し
た

者
の

認
め

印
を

押
さ

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
当

該
照

合
は

、
浄

書
し

た
者

以
外

の
者

が
行

わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
文

書
の

施
行

）
 

（
文

書
の

施
行

）
 

第
３

０
条

 
浄

書
文

書
は

、
特

に
指

示
の

あ
る

場
合

を
除

き
、

速
や

か
に

施
行

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

第
３

０
条

 
浄

書
文

書
は

、
特

に
指

示
の

あ
る

場
合

を
除

き
、

速
や

か
に

施
行

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

浄
書

文
書

の
日

付
は

、
当

該
文

書
を

施
行

す
る

日
と

す
る

。
た

だ
し

、
特

に
期

日
に

指
定

の
あ

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

２
 

浄
書

文
書

の
日

付
は

、
当

該
文

書
を

施
行

す
る

日
と

す
る

。
た

だ
し

、
特

に
期

日
に

指
定

の
あ

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

３
 

浄
書

文
書

の
施

行
は

、
郵

便
又

は
逓

送
に

よ
る

も
の

を
除

き
、

主
務

課
に

お
い

て
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 

（
公

印
の

押
印

等
）

 
（

公
印

の
押

印
等

）
 

第
３

１
条

 
文

書
を

施
行

す
る

際
に

お
い

て
、

次
に

掲
げ

る
も

の
は

、
東

広
島

市
教

育
委

員
会

公
印

規
則
（

平
成

２
０

年
東

広
島

市
教

育
委

員
会

規
則

第
１

号
）
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

公
印

を
押

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

第
３

１
条

 
文

書
を

施
行

す
る

際
に

お
い

て
、

次
に

掲
げ

る
も

の
は

、
東

広
島

市
教

育
委

員
会

公
印

規
則
（

平
成

２
０

年
東

広
島

市
教

育
委

員
会

規
則

第
１

号
）
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

公
印

を
押

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(
1
)
 
法

令
等

で
押

印
が

必
要

と
さ

れ
る

文
書

 
(
1
)
 
法

令
等

で
押

印
が

必
要

と
さ

れ
る

文
書

 

(
2
)
 
許

可
、

認
可

等
の

処
分

に
関

す
る

文
書

 
(
2
)
 
許

可
、

認
可

等
の

処
分

に
関

す
る

文
書

 

(
3
)
 
権

利
義

務
の

発
生

に
係

る
文

書
 

(
3
)
 
権

利
義

務
の

発
生

に
係

る
文

書
 

(
4
)
 
法

律
的

効
果

を
伴

う
文

書
 

(
4
)
 
法

律
的

効
果

を
伴

う
文

書
 

(
5
)
 
前

各
号

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

教
育

総
務

課
長

が
必

要
と

認
め

る
文

書
 

(
5
)
 
そ

の
他

教
育

総
務

課
長

が
必

要
と

認
め

る
文

書
 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
り

公
印

を
押

印
す

る
文

書
以

外
の

も
の

は
、

起
案

用
紙

及
び

施
行

す
る

文
書

（
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
行

っ
た

起
案

に
係

る
も

の
に

あ
っ

て
は

、
施

行
す

る

文
書

）
に

「
公

印
省

略
」

と
記

載
し

、
又

は
記

録
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
り

公
印

を
押

印
す

る
文

書
以

外
の

も
の

は
、

起
案

用
紙

及
び

施
行

す
る

文
書

に
「

公
印

省
略

」
と

記
載

す
る

も
の

と
す

る
。

 

３
 

第
１

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
当

該
公

印
を

押
印

す
る

文
書

で
、

そ
の

施
行

の
日

時
、

場
所

そ
の

他
の

理
由

に
よ

り
、

事
前

に
当

該
公

印
を

押
印

し
て

お
く

こ
と

が
適

当
と

認
め

ら

れ
る

も
の

に
限

り
、

教
育

総
務

課
長

の
承

認
を

得
て

、
文

書
の

施
行

前
に

公
印

を
押

印
す

る

こ
と

が
で

き
る

。
 

３
 

第
１

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
当

該
公

印
を

押
印

す
る

文
書

で
、

そ
の

施
行

の
日

時
、

場
所

そ
の

他
の

理
由

に
よ

り
、

事
前

に
当

該
公

印
を

押
印

し
て

お
く

こ
と

が
適

当
と

認
め

ら

れ
る

も
の

に
限

り
、

教
育

総
務

課
長

の
承

認
を

得
て

、
文

書
の

施
行

前
に

公
印

を
押

印
す

る

こ
と

が
で

き
る

。
 

４
 

契
約

書
、

登
記

文
書

そ
の

他
と

じ
替

え
を

禁
ず

る
文

書
に

は
、

そ
の

と
じ

目
に

割
り

印
を

押
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

４
 

契
約

書
、

登
記

文
書

そ
の

他
と

じ
替

え
を

禁
ず

る
文

書
に

は
、

そ
の

と
じ

目
に

割
り

印
を

押
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
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（
公

印
の

使
用

）
 

 

第
３

２
条

 
公

印
を

押
す

と
き

は
、

東
広

島
市

教
育

委
員

会
公

印
規

則
第

６
条

の
規

定
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
当

該
決

裁
文

書
に

文
書

記
号

等
を

記
載

す
る

も
の

に

あ
っ

て
は

、
文

書
事

務
取

扱
主

任
は

、
文

書
整

理
簿

に
必

要
事

項
を

記
載

し
、

処
理

経
過

を

明
ら

か
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 

（
電

子
計

算
組

織
に

よ
る

印
影

及
び

電
子

署
名

）
 

（
電

子
計

算
組

織
に

よ
る

印
影

及
び

電
子

署
名

）
 

第
３

３
条

 
電

子
計

算
組

織
に

記
録

し
た

公
印

の
印

影
を

打
ち

出
し

た
印

形
に

よ
り

公
印

の
押

印
に

代
え

る
と

き
は

、
東

広
島

市
教

育
委

員
会

公
印

規
則

第
１

０
条

の
規

定
に

よ
る

も
の

と

す
る

。
 

第
３

１
条

の
２

 
電

子
計

算
組

織
に

記
録

し
た

公
印

の
印

影
を

打
ち

出
し

た
印

形
（

以
下

「
電

子
公

印
」

と
い

う
。

）
に

よ
り

公
印

の
押

印
に

代
え

る
と

き
は

、
東

広
島

市
教

育
委

員
会

公

印
規

則
第

１
０

条
の

規
定

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

電
子

申
請

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
文

書
を

施
行

す
る

場
合

で
、

当
該

文
書

の
内

容
が

前
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
公

印
を

押
す

べ
き

も
の

に
該

当
す

る
と

き
は

、
公

印
の

押
印

に
代

え
て

電

子
申

請
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

電
子

署
名

を
付

与
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

電
子

申
請

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
文

書
等

を
施

行
す

る
場

合
で

、
当

該
文

書
等

の
内

容
が

前
条

第
１

項
の

公
印

を
押

す
べ

き
も

の
に

該
当

す
る

と
き

は
、

公
印

の
押

印
に

代
え

て
電

子
申

請

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
電

子
署

名
を

付
与

す
る

も
の

と
す

る
。

 

（
主

務
課

に
お

け
る

文
書

の
発

送
手

続
）

 
（

文
書

の
発

送
）

 

第
３

４
条

 
郵

便
に

よ
る

文
書

の
発

送
の

手
続

に
つ

い
て

は
、

東
広

島
市

文
書

事
務

取
扱

規
程

（
昭

和
５

１
年

東
広

島
市

訓
令

第
１

７
号

）
第

３
６

条
及

び
第

３
７

条
第

１
項

に
規

定
す

る

文
書

の
発

送
の

手
続

の
例

に
よ

る
。

 

第
３

２
条

 
文

書
の

発
送

は
、

休
庁

日
及

び
執

務
時

間
外

を
除

き
毎

日
、

教
育

総
務

課
に

お
い

て
取

り
ま

と
め

て
行

う
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
使

送
、

電
報

、
電

子
郵

便
、

フ
ァ

ク
シ

ミ

リ
、

電
子

メ
ー

ル
若

し
く

は
電

子
申

請
シ

ス
テ

ム
で

施
行

す
る

も
の

又
は

教
育

総
務

課
長

が

教
育

総
務

課
で

発
送

す
る

こ
と

を
不

適
当

と
認

め
る

も
の

に
あ

っ
て

は
、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

２
 

文
書

事
務

取
扱

主
任

は
、

決
裁

文
書

で
逓

送
の

方
法

に
よ

る
発

送
を

要
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
宛

先
等

を
明

記
し

た
封

筒
に

こ
れ

を
入

れ
、

教
育

総
務

課
に

送
付

し
な

け
れ

ば
な

ら

な
い

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

親
展

に
す

る
も

の
に

あ
っ

て
は

、
当

該
封

筒
に

「
親

展
」

と

表
示

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 

 
（

主
務

課
に

お
け

る
文

書
の

発
送

手
続

）
 

 
第

３
３

条
 

文
書

事
務

取
扱

主
任

は
、

決
裁

済
の

文
書

で
郵

便
の

方
法

に
よ

る
発

送
を

要
す

る

も
の

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

区
分

に
従

い
、

当
該

各
号

に
定

め
る

処
理

を
し

、
東

広
島

市

文
書

事
務

取
扱

規
程

（
昭

和
５

１
年

東
広

島
市

訓
令

第
１

７
号

）
に

規
定

す
る

料
金

後
納

郵

便
物

差
出

要
求

票
及

び
料

金
後

納
郵

便
物

差
出

票
（

以
下

こ
の

条
に

お
い

て
「

料
金

後
納

郵

便
物

差
出

要
求

票
等

」
と

い
う

。
）

を
添

付
し

て
教

育
総

務
課

に
送

付
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

た
だ

し
、

逓
送

で
施

行
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
料

金
後

納
郵

便
物

差
出

要
求

票
等

の

添
付

を
要

し
な

い
も

の
と

す
る

。
 

 
(
1
)
 
郵

便
で

発
送

す
る

も
の

 

 
ア

 
文

書
を

宛
先

及
び

宛
名
（

以
下
「

宛
先

等
」
と

い
う

。
）
並

び
に

差
出

課
名

を
明

記
し

た
封

筒
に

入
れ

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
親

展
に

す
る

郵
便

物
及

び
日

本
郵

便

株
式

会
社

法
（

平
成

１
７

年
法

律
第

１
０

０
号

）
第

１
条

に
規

定
す

る
日

本
郵

便
株

式
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会
社

（
イ

に
お

い
て

単
に

「
日

本
郵

便
株

式
会

社
」

と
い

う
。

）
が

定
め

る
方

法
に

よ

り
当

該
郵

便
物

の
種

類
を

表
示

す
べ

き
郵

便
物

に
あ

っ
て

は
、

当
該

封
筒

に
そ

の
旨

を

表
示

す
る

こ
と

。
 

 
イ

 
書

留
、
配

達
証

明
そ

の
他

特
殊

取
扱

郵
便

で
発

送
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
日

本
郵

便

株
式

会
社

が
定

め
る

様
式

に
よ

る
受

領
証

及
び

差
出

票
（

次
条

に
お

い
て

「
特

殊
取

扱

郵
便

物
受

領
証

等
」

と
い

う
。

）
を

作
成

の
上

、
教

育
総

務
課

に
送

付
す

る
こ

と
。

 

 
ウ

 
郵

便
切

手
を

使
用

す
る

場
合

は
、
東

広
島

市
物

品
管

理
規

則
（

平
成

２
１

年
東

広
島

市

規
則

第
２

６
号

）
第

３
７

条
第

３
項

第
２

号
に

規
定

す
る

郵
便

切
手

類
出

納
簿

に
よ

り
、

そ
の

受
払

い
を

明
ら

か
に

し
て

お
く

こ
と

。
 

 
(
2
)
 
逓

送
で

施
行

す
る

も
の

 

 
文

書
を

宛
先

等
を

明
記

し
た

封
筒

に
入

れ
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

親
展

に
す

る
も

の
に

あ
っ

て
は

、
当

該
封

筒
に

「
親

展
」

と
表

示
す

る
こ

と
。

 

（
教

育
総

務
課

に
お

け
る

文
書

の
発

送
手

続
）

 
（

教
育

総
務

課
に

お
け

る
文

書
の

発
送

手
続

）
 

第
３

５
条

 
教

育
総

務
課

は
、

前
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
文

書
の

送
付

を
受

け
た

と
き

は
、

こ
れ

を
宛

名
ご

と
に

分
類

し
、

教
育

総
務

課
長

が
別

に
定

め
る

日
に

逓
送

し
な

け
れ

ば
な

ら

な
い

。
 

第
３

４
条

 
教

育
総

務
課

は
、
前

条
の

規
定

に
よ

り
発

送
す

る
文

書
の

送
付

を
受

け
た

と
き

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

区
分

に
従

い
、

当
該

各
号

に
定

め
る

処
理

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
(
1
)
 
郵

便
で

発
送

す
る

も
の

 

 
送

付
さ

れ
た

も
の

を
取

り
ま

と
め

、
こ

れ
を

点
検

し
、

必
要

が
あ

る
場

合
に

お
い

て
特

殊
取

扱
郵

便
物

受
領

証
等

を
添

え
て

郵
便

局
そ

の
他

郵
便

窓
口

業
務

を
行

う
者

の
営

業
所

又
は

他
人

の
信

書
の

送
達

を
業

と
す

る
者

の
営

業
所

に
差

し
出

す
こ

と
。

 

 
(
2
)
 
逓

送
で

施
行

す
る

も
の

 

 
宛

先
ご

と
に

分
類

し
、

教
育

総
務

課
長

が
別

に
定

め
る

日
に

逓
送

す
る

こ
と

。
 

（
電

報
に

よ
る

施
行

）
 

（
電

報
に

よ
る

施
行

）
 

第
３

６
条

 
主

務
課

長
は

、
施

行
す

る
文

書
の

う
ち

そ
の

必
要

が
あ

る
も

の
に

限
り

、
電

報
で

施
行

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

第
３

５
条

 
主

務
課

長
は

、
施

行
す

る
文

書
の

う
ち

そ
の

必
要

が
あ

る
も

の
に

限
り

、
電

報
で

施
行

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

２
 

電
報

に
よ

り
文

書
を

施
行

す
る

場
合

は
、

主
務

課
に

お
い

て
、

電
話

託
送

電
報

に
よ

り
処

理
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

電
報

に
よ

り
文

書
を

施
行

す
る

場
合

は
、

主
務

課
に

お
い

て
、

電
話

託
送

電
報

に
よ

り
処

理
す

る
も

の
と

す
る

。
 

（
フ

ァ
ク

シ
ミ

リ
又

は
電

子
メ

ー
ル

に
よ

る
施

行
）

 
（

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

又
は

電
子

メ
ー

ル
に

よ
る

施
行

）
 

第
３

７
条

 
施

行
す

る
文

書
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

を
除

く
ほ

か
、

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

又
は

電
子

メ
ー

ル
で

施
行

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

第
３

６
条

 
施

行
す

る
文

書
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

を
除

く
ほ

か
、

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

又
は

電
子

メ
ー

ル
で

施
行

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
1
)
 
人

権
又

は
個

人
情

報
そ

の
他

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

関
す

る
も

の
 

(
1
)
 
人

権
又

は
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

関
す

る
も

の
 

(
2
)
 
第

２
５

条
の

秘
密

文
書

の
表

示
が

あ
る

も
の

 
(
2
)
 
第

２
５

条
の

秘
密

文
書

の
表

示
が

あ
る

も
の
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(
3
)
 
第

３
１

条
の

規
定

に
よ

る
公

印
の

押
印

を
必

要
と

す
る

も
の

 
(
3
)
 
第

３
１

条
の

規
定

に
よ

る
公

印
の

押
印

を
必

要
と

す
る

も
の

 

(
4
)
 
前

３
号

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

文
書

の
形

式
又

は
内

容
の

性
質

上
フ

ァ
ク

シ
ミ

リ
又

は
電

子
メ

ー
ル

に
よ

り
施

行
す

る
こ

と
が

不
適

当
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

も
の

 

(
4
)
 
そ

の
他

文
書

の
形

式
又

は
内

容
の

性
質

上
フ

ァ
ク

シ
ミ

リ
又

は
電

子
メ

ー
ル

に
よ

り
施

行
す

る
こ

と
が

不
適

当
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

も
の

 

２
 

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

又
は

電
子

メ
ー

ル
に

よ
る

文
書

の
施

行
は

、
原

則
と

し
て

執
務

時
間

内
に

お
い

て
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

又
は

電
子

メ
ー

ル
に

よ
る

文
書

の
施

行
は

、
原

則
と

し
て

執
務

時
間

内
に

お
い

て
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 
３

 
フ

ァ
ク

シ
ミ

リ
又

は
電

子
メ

ー
ル

に
よ

り
文

書
を

緊
急

に
施

行
す

る
必

要
が

あ
る

場
合

は
、

あ
ら

か
じ

め
受

信
者

に
そ

の
旨

を
電

話
で

連
絡

し
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
電

話
に

よ
る

施
行

）
 

（
電

話
に

よ
る

施
行

）
 

第
３

８
条

 
決

裁
文

書
を

文
書

と
し

て
施

行
す

る
こ

と
が

適
当

で
な

い
と

認
め

ら
れ

る
場

合

は
、

電
話

で
施

行
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

は
、

施
行

後
、

主
務

課
に

お

い
て

当
該

決
裁

文
書

に
施

行
年

月
日

そ
の

他
必

要
な

事
項

を
記

載
し

、
又

は
記

録
し

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。

 

第
３

７
条

 
決

裁
文

書
を

文
書

と
し

て
施

行
す

る
こ

と
が

適
当

で
な

い
と

認
め

ら
れ

る
場

合

は
、

電
話

で
施

行
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

は
、

施
行

後
、

主
務

課
に

お

い
て

当
該

決
裁

文
書

に
施

行
年

月
日

そ
の

他
必

要
な

事
項

を
記

載
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 

第
３

６
条

第
１

項
、

前
条

第
１

項
及

び
前

項
の

文
書

の
施

行
に

つ
い

て
は

、
第

３
２

条
後

段
の

規
定

を
準

用
す

る
。

 

 

 
（

休
庁

日
及

び
執

務
時

間
外

に
お

け
る

文
書

の
施

行
）

 

 
第

３
８

条
 

休
庁

日
及

び
執

務
時

間
外

に
お

い
て

文
書

を
施

行
す

る
と

き
は

、
主

務
課

に
お

い

て
行

う
も

の
と

す
る

。
 

第
５

章
 

文
書

の
保

管
、

保
存

及
び

廃
棄

 
第

５
章

 
文

書
の

保
管

、
保

存
及

び
廃

棄
 

 
（

文
書

の
整

理
及

び
保

管
の

原
則

）
 

 

第
３

９
条

 
文

書
（

電
子

文
書

を
除

く
。

以
下

こ
の

条
に

お
い

て
同

じ
。

）
は

、
フ

ォ
ル

ダ
ー

を
使

用
す

る
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
の

方
式

に
よ

り
整

理
し

、
又

は
保

管
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ

し
、

文
書

の
性

質
又

は
形

状
、

事
務

室
の

状
況

等
に

よ
り

、
こ

れ
に

よ
り

難
い

場
合

は
、

そ

れ
ぞ

れ
に

適
し

た
も

の
を

用
い

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 

（
文

書
の

分
類

）
 

（
文

書
の

分
類

）
 

第
４

０
条

 
文

書
事

務
取

扱
主

任
は

、
毎

年
度

当
初

に
、

事
務

及
び

事
業

の
性

質
、

内
容

等
に

応
じ

た
系

統
的

な
フ

ァ
イ

ル
基

準
表

を
作

成
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

第
３

９
条

 
文

書
事

務
取

扱
主

任
は

、
毎

年
度

当
初

に
、

事
務

及
び

事
業

の
性

質
、

内
容

等
に

応
じ

た
系

統
的

な
フ

ァ
イ

ル
基

準
表

を
作

成
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 

フ
ァ

イ
ル

基
準

表
の

作
成

は
、

年
度

当
初

に
、

前
年

度
の

フ
ァ

イ
ル

基
準

表
を

基
に

仮
の

フ
ァ

イ
ル

基
準

表
を

作
成

し
、

当
該

年
度

末
に

当
該

年
度

の
フ

ァ
イ

ル
基

準
表

と
し

て
確

定

さ
せ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

（
文

書
の

保
存

年
限

等
）

 
（

文
書

の
保

存
年

限
等

）
 

第
４

１
条

 
文

書
の

保
存

年
限

は
、

法
令

そ
の

他
に

別
段

の
定

め
が

あ
る

場
合

を
除

き
、

原
則

と
し

て
、

次
に

掲
げ

る
区

分
に

よ
る

。
 

第
４

０
条

 
文

書
の

保
存

年
限

は
、

法
令

そ
の

他
に

別
段

の
定

め
が

あ
る

場
合

を
除

き
、

次
に

掲
げ

る
区

分
に

よ
る

。
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新
 

旧
 

(
1
)
 
永

年
 

(
1
)
 
永

年
 

(
2
)
 
１

０
年

 
(
2
)
 
１

０
年

 

(
3
)
 
５

年
 

(
3
)
 
５

年
 

(
4
)
 
３

年
 

(
4
)
 
３

年
 

(
5
)
 
１

年
 

(
5
)
 
１

年
 

(
6
)
 
事

務
処

理
上

必
要

な
１

年
未

満
の

期
間

 
(
6
)
 
事

務
処

理
上

必
要

な
１

年
未

満
の

期
間

 

２
 

文
書

事
務

取
扱

主
任

は
、

文
書

保
存

基
準

表
（

別
表

第
３

）
に

基
づ

き
、

文
書

の
内

容
の

効
力

、
重

要
度

、
利

用
度

等
を

勘
案

し
て

、
文

書
の

保
存

年
限

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 

文
書

事
務

取
扱

主
任

は
、

文
書

保
存

基
準

表
（

別
表

第
３

）
に

基
づ

き
、

文
書

の
内

容
の

効
力

、
重

要
度

、
利

用
度

等
を

勘
案

し
て

、
文

書
の

保
存

年
限

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

３
 

文
書

の
保

存
年

限
は

、
当

該
事

案
の

処
理

が
完

結
し

た
日

の
属

す
る

会
計

年
度

の
翌

年
度

の
４

月
１

日
か

ら
起

算
す

る
。

た
だ

し
、

第
１

１
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
、

暦
年

に
よ

っ

て
整

理
す

る
文

書
の

保
存

年
限

は
、

当
該

事
案

の
処

理
が

完
結

し
た

日
の

属
す

る
当

該
暦

年

の
翌

年
の

４
月

１
日

か
ら

起
算

す
る

も
の

と
す

る
。

 

３
 

文
書

の
保

存
年

限
は

、
当

該
事

案
の

処
理

が
完

結
し

た
日

の
属

す
る

会
計

年
度

の
翌

年
度

の
４

月
１

日
か

ら
起

算
す

る
。

た
だ

し
、

第
１

１
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
、

暦
年

に
よ

っ

て
整

理
す

る
文

書
の

保
存

年
限

は
、

当
該

事
案

の
処

理
が

完
結

し
た

日
の

属
す

る
当

該
暦

年

の
翌

年
の

４
月

１
日

か
ら

起
算

す
る

も
の

と
す

る
。

 

４
 

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
保

存
年

限
を

永
年

と
し

た
文

書
に

つ
い

て
は

、
保

存
し

て
い

る
期

間
が

１
５

年
を

経
過

し
た

と
き

は
、

引
き

続
き

保
存

を
す

る
こ

と
の

必
要

性
の

見
直

し
を

行

う
も

の
と

す
る

。
引

き
続

き
保

存
す

る
こ

と
と

し
た

場
合

に
お

い
て

そ
の

期
間

が
更

に
１

５

年
を

経
過

し
た

と
き

も
、

同
様

と
す

る
。

 

４
 

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
保

存
年

限
を

永
年

と
し

た
文

書
に

つ
い

て
は

、
保

存
し

て
い

る
期

間
が

１
５

年
を

経
過

し
た

と
き

に
、

引
き

続
き

保
存

を
す

る
こ

と
の

必
要

性
の

見
直

し
を

行

う
も

の
と

す
る

。
 

（
文

書
の

保
管

）
 

（
文

書
の

保
管

）
 

第
４

２
条

 
前

年
度

及
び

当
該

年
度

に
事

案
の

処
理

が
完

結
し

た
文

書
（

電
子

文
書

を
除

く
。

第
４

４
条

に
お

い
て

同
じ

。
）

は
、

主
務

課
に

お
い

て
整

理
し

、
所

定
の

場
所

に
保

管
し

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

第
４

１
条

 
前

年
度

及
び

当
該

年
度

に
事

案
の

処
理

が
完

結
し

た
文

書
は

、
主

務
課

に
お

い
て

整
理

し
、

所
定

の
場

所
に

保
管

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
電

磁
的

記
録

に
よ

る
保

存
等

）
 

（
電

磁
的

記
録

に
よ

る
保

存
等

）
 

第
４

３
条

 
文

書
は

、
書

面
に

よ
る

保
存

に
代

え
て

、
当

該
書

面
に

係
る

電
磁

的
記

録
及

び
マ

イ
ク

ロ
フ

ィ
ル

ム
そ

の
他

適
切

な
方

法
に

よ
り

保
存

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

第
４

２
条

 
文

書
は

、
書

面
に

よ
る

保
存

に
代

え
て

、
当

該
書

面
に

係
る

電
磁

的
記

録
及

び
マ

イ
ク

ロ
フ

ィ
ル

ム
そ

の
他

適
切

な
方

法
に

よ
り

保
存

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

２
 

主
務

課
長

は
、

電
磁

的
記

録
に

係
る

文
書

を
保

存
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

記
録

の
損

傷
、

消
滅

、
改

ざ
ん

、
漏

え
い

等
が

生
じ

な
い

よ
う

必
要

な
措

置
を

講
ず

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

主
務

課
長

は
、

電
磁

的
記

録
に

係
る

文
書

を
保

存
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

記
録

の
損

傷
、

消
滅

、
改

ざ
ん

、
漏

え
い

等
が

生
じ

な
い

よ
う

必
要

な
措

置
を

講
ず

る
も

の
と

す
る

。
 

（
文

書
の

引
継

ぎ
）

 
（

文
書

の
引

継
ぎ

）
 

第
４

４
条

 
事

案
の

処
理

が
完

結
し

た
文

書
（

第
４

２
条

に
規

定
す

る
文

書
を

除
く

。
）

は
、

課
で

利
用

す
る

度
合

い
が

特
に

高
い

場
合

を
除

き
、

文
書

保
存

箱
（

別
記

様
式

第
１

１
号

）

に
整

理
し

、
毎

年
教

育
総

務
課

の
指

定
す

る
日

ま
で

に
同

課
に

引
き

継
が

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

 

第
４

３
条

 
第

４
１

条
の

規
定

に
よ

り
主

務
課

に
お

い
て

保
管

す
る

も
の

以
外

の
完

結
文

書

（
電

子
文

書
を

除
く

。
）

は
、

課
で

利
用

す
る

度
合

い
が

特
に

多
い

文
書

を
除

き
、

文
書

保

存
箱

（
別

記
様

式
第

１
１

号
）

に
整

理
し

、
文

書
引

継
書

（
別

記
様

式
第

１
２

号
）

を
付

け

て
毎

年
教

育
総

務
課

の
指

定
す

る
日

ま
で

に
同

課
に

引
き

継
が

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
書

庫
）

 
 

第
４

５
条

 
前

条
に

規
定

す
る

文
書

を
保

管
す

る
た

め
書

庫
を

設
置

し
、

教
育

総
務

課
長

が
管
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新
 

旧
 

理
す

る
。

 

２
 

書
庫

内
は

、
常

に
清

潔
を

保
ち

、
整

理
整

頓
を

す
る

と
と

も
に

、
喫

煙
そ

の
他

一
切

の
火

気
を

使
用

し
て

は
な

ら
な

い
。

 

 

（
保

存
文

書
の

貸
出

し
等

）
 

 

第
４

６
条

 
書

庫
で

保
存

し
て

い
る

文
書

（
以

下
「

保
存

文
書

」
と

い
う

。
）

の
貸

出
し

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
保

存
文

書
貸

出
簿

（
別

記
様

式
第

１
３

号
）

に
必

要
な

事
項

を
記

入

し
、

教
育

総
務

課
長

の
承

認
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 

２
 

保
存

文
書

の
貸

出
期

間
は

、
１

４
日

以
内

と
す

る
。

た
だ

し
、

教
育

総
務

課
長

が
必

要
と

認
め

る
と

き
は

、
そ

の
期

間
を

延
長

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

３
 

貸
出

期
間

中
で

あ
っ

て
も

、
教

育
総

務
課

長
か

ら
返

却
の

請
求

が
あ

っ
た

と
き

は
、

直
ち

に
返

却
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

第
４

７
条

 
前

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

、
保

存
文

書
の

貸
出

し
を

受
け

る
者

は
、

当
該

文
書

を
損

傷
し

、
又

は
紛

失
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
と

と
も

に
、

転
貸

し
、

抜
き

取
り

、
追

補

し
、

抹
消

し
、

差
し

替
え

、
改

ざ
ん

又
は

訂
正

を
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

 

２
 

保
存

文
書

を
損

傷
し

、
又

は
紛

失
し

た
と

き
は

、
直

ち
に

教
育

総
務

課
長

に
届

け
出

て
、

そ
の

指
示

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 

（
保

存
文

書
の

庁
外

持
出

し
の

制
限

）
 

 

第
４

８
条

 
保

存
文

書
は

、
庁

外
に

持
ち

出
し

て
は

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
教

育
総

務
課

長
の

承
認

を
得

た
と

き
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

 

（
保

存
年

限
の

延
長

）
 

（
保

存
年

限
の

延
長

）
 

第
４

９
条

 
主

務
課

長
は

、
保

存
年

限
が

満
了

し
た

文
書

に
つ

い
て

、
職

務
の

遂
行

上
引

き
続

き
保

存
の

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
教

育
総

務
課

長
の

承
認

を
得

て
、

一
定

の
期

間

を
定

め
て

当
該

保
存

年
限

を
延

長
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

当
該

延
長

に
係

る
保

存
年

限
が

満

了
し

た
後

に
こ

れ
を

更
に

延
長

し
よ

う
と

す
る

と
き

も
、

同
様

と
す

る
。

 

第
４

４
条

 
主

務
課

長
は

、
保

存
年

限
が

満
了

し
た

文
書

に
つ

い
て

、
職

務
の

遂
行

上
引

き
続

き
保

存
の

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
教

育
総

務
課

長
の

承
認

を
得

て
、

一
定

の
期

間

を
定

め
て

当
該

保
存

年
限

を
延

長
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

当
該

延
長

に
係

る
保

存
年

限
が

満

了
し

た
後

に
こ

れ
を

更
に

延
長

し
よ

う
と

す
る

と
き

も
、

同
様

と
す

る
。

 

（
文

書
の

廃
棄

の
手

続
）

 
（

文
書

の
廃

棄
の

手
続

）
 

第
５

０
条

 
教

育
総

務
課

長
は

、
第

４
４

条
の

規
定

に
よ

り
引

き
継

い
だ

文
書

で
保

存
年

限
が

満
了

し
た

も
の

に
つ

い
て

、
毎

年
１

回
主

務
課

長
に

合
議

し
、

当
該

文
書

の
廃

棄
の

手
続

を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

第
４

５
条

 
教

育
総

務
課

長
は

、
第

４
３

条
の

規
定

に
よ

り
引

き
継

い
だ

文
書

で
保

存
年

限
が

満
了

し
た

も
の

に
つ

い
て

、
毎

年
１

回
主

務
課

長
に

合
議

し
、

当
該

文
書

の
廃

棄
の

手
続

を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

２
 

教
育

総
務

課
長

は
、

保
存

年
限

が
満

了
し

て
い

な
い

文
書

で
あ

っ
て

も
、

保
存

の
必

要
が

な
い

と
認

め
ら

れ
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

主
務

課
長

に
合

議
し

、
当

該
文

書
を

廃
棄

す
る

こ

と
が

で
き

る
。

 

２
 

教
育

総
務

課
長

は
、

保
存

年
限

が
満

了
し

て
い

な
い

文
書

で
あ

っ
て

も
、

保
存

の
必

要
が

な
い

と
認

め
ら

れ
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

主
務

課
長

に
合

議
し

、
当

該
文

書
を

廃
棄

す
る

こ

と
が

で
き

る
。

 

（
文

書
の

廃
棄

の
方

法
）

 
（

文
書

の
廃

棄
の

方
法

）
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新
 

旧
 

第
５

１
条

 
教

育
総

務
課

長
及

び
主

務
課

長
は

、
文

書
を

廃
棄

す
る

と
き

は
、

裁
断

、
焼

却
、

溶
解

そ
の

他
の

将
来

に
わ

た
っ

て
復

元
で

き
な

い
方

法
（

電
子

文
書

に
あ

っ
て

は
、

電
磁

的

記
録

を
復

元
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

よ
う

に
消

去
す

る
方

法
）

に
よ

り
適

切
に

廃
棄

し
な

け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

第
４

６
条

 
教

育
総

務
課

長
及

び
主

務
課

長
は

、
文

書
を

廃
棄

す
る

と
き

は
、

裁
断

、
焼

却
、

溶
解

そ
の

他
の

将
来

に
わ

た
っ

て
復

元
で

き
な

い
方

法
に

よ
り

適
切

に
廃

棄
し

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。

 

第
６

章
 

雑
則

 
第

６
章

 
雑

則
 

（
文

書
の

施
行

手
続

の
例

外
）

 
（

文
書

の
施

行
手

続
の

例
外

）
 

第
５

２
条

 
第

３
４

条
及

び
第

３
５

条
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
第

２
条

第
２

号
イ

に
規

定
す

る
課

の
文

書
の

施
行

に
つ

い
て

は
、

当
該

課
長

と
教

育
総

務
課

長
が

協
議

し
て

別
の

定
め

を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

第
４

７
条

 
第

３
２

条
か

ら
第

３
４

条
ま

で
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
第

２
条

第
２

号
イ

、
ウ

及
び

エ
に

規
定

す
る

課
の

文
書

の
施

行
に

つ
い

て
は

、
当

該
課

長
と

教
育

総
務

課
長

が
協

議

し
て

別
の

定
め

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
委

任
）

 
（

委
任

）
 

第
５

３
条

 
こ

の
規

程
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
文

書
の

取
扱

い
に

関
し

必
要

な
事

項
は

、
学

校
教

育
部

長
が

別
に

定
め

る
。

 

第
４

８
条

 
こ

の
規

程
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
文

書
の

取
扱

い
に

関
し

必
要

な
事

項
は

、
学

校
教

育
部

長
が

別
に

定
め

る
。
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議案第１１号 

 

   東広島市立学校産業医及び保健管理医に関する規則の制定について 

 

 東広島市立学校産業医及び保健管理医に関する規則を定めることについて、次の

とおり提案する。 

 

  平成２９年３年１６日提出 

 

                   東広島市教育委員会 

                   教育長  津  森     毅 

 

１ 提案理由 

  労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号）及び労働安全衛生規則（昭和４７

年労働省令第３２号）に基づき選任する東広島市立学校産業医及び東広島市立学

校保健管理医の配置、服務等について必要な事項を定めるため、この議案を提出

するものである。 

 

２ 制定案 

  別紙のとおり。 

 

３ 施行期日 

  平成２９年４月１日 

 

４ 根拠法令 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号） 

第１５条 教育委員会は、法令又は条例に違反しない限りにおいて、その権限に

属する事務に関し、教育委員会規則を制定することができる。  
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東広島市教育委員会規則第 号 

  

東広島市立学校産業医及び保健管理医に関する規則をここに公布する。 

 

  平成２９年  月  日 

 

東広島市教育委員会          

教育長  津  森     毅    

                        

 

   東広島市立学校産業医及び保健管理医に関する規則 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号。以下「法」と

いう。）及び労働安全衛生規則（昭和４７年労働省令第３２号）に基づき選任

する東広島市立学校産業医（以下「産業医」という。）及び東広島市立学校保

健管理医（以下「保健管理医」という。）の配置、服務等について必要な事項

を定めるものとする。 

（身分） 

第２条 産業医及び保健管理医（以下「産業医等」という。）は、地方公務員法

（昭和２５年法律第２６１号）第３条第３項第３号に規定する非常勤の特別職

とする。 

（産業医） 

第３条 法第１３条第１項の規定の適用を受ける学校に、産業医を置く。 

 （保健管理医） 

第４条 法第１３条第１項の規定の適用を受けない学校に、保健管理医を置く。 

２ 保健管理医は、学校医のうちから選任する。 

３ 保健管理医は、法及び労働安全衛生規則の規定により産業医が行う業務と同

等の業務並びに学校保健安全法施行規則（昭和３３年文部省令第１８号）第１

６条第１項の規定による指導区分の決定を行うものとする。 

（報酬） 

第５条 産業医の報酬は、年額４２,０００円とする。 

２ 産業医等の費用弁償の額は、特別職の職員等の給与、旅費等に関する条例

（平成元年東広島市条例第５号）の定めるところによる。 

（公務災害補償） 
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第６条 産業医等の公務災害補償については、広島県市町の非常勤職員の公務災

害補償等に関する条例（平成２０年広島県市町総合事務組合条例第６号）の定

めるところによる。 

（服務等） 

第７条 産業医等が職務を行うに当たり遵守すべき事項並びに報酬及び費用弁償

の支給方法については、東広島市教育委員会非常勤職員設置規則（平成２１年

東広島市教育委員会規則第２号）第７条及び第１４条第３項の規定の例によ

る。 

（委任） 

第８条 この規則に定めるもののほか、産業医等の勤務に関し必要な事項は、教

育長が別に定める。 

附 則 

 この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 
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